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仙北市合同武術太極拳交流会

ウォーキング講習会

開会セレモニー

市内の総合型地域スポーツクラブをはじめ複数のスポーツ団体に

よるプログラムやイベントも増え、スポーツを通じて市民の交流

を図ることができました。このような動きが、市民の継続的な運

動習慣に繋がるものと考えています。

担当者から	

　例年、チャレンジデーは田植えの時期と重なることから、農村

部の方々の参加が課題でした。今回は各地域や集落はもちろん、

農村部への事前周知・広報に力を入れ、一定の効果があったもの

と考えており、市民の交流にも繋がったと思います。

　チャレンジデーは1日で終了してしまいますが、これをきっかけ

に市民の方が継続的にスポーツや運動を行うよう、普段からの意

識作りが大切だと感じています。「スポーツで明るく元気な仙北

市に！」をテーマに今後もスポーツや運動の情報を市民に発信し

て行きたいと思います。

主　　催	

仙北市チャレンジデー実行委員会	 （会長　門脇光浩）

仙北市教育委員会　スポーツ振興課

〒 014-0392	 秋田県仙北市角館町東勝楽丁 19

TEL：0187-43-3390　FAX：0187-54-1727

結　　果	

人　　　口：28,048 人	
秋田県仙北市	 ●

参 加 者 数：14,520 人	
VS

参　加　率：51.8％	
和歌山県上富田町	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①仙北市民交流グラウンド・ゴルフ大会（生保内公園野球場）	

170人

②仙北市合同武術太極拳交流会（角館武道館）70人

③ラジオ体操＆ウォーキング（桧木内川堤及び生保内地内）30人

•	 チャレンジデー当日の早朝にラジオ体操とウォーキングを組
み合わせたプログラムを実施しました。

	 参加者全員でラジオ体操を行った後、スポーツ推進委員によ
るバランスウォーキングの講習を行い、参加者が自分の姿勢
や歩き方のチェックをしました。その後、講習での内容を意
識しながら実際に約 30 分のウォーキングを行いました。

	 来年以降も実施し、少しずつでもこのプログラムを広げてい
くことができればと考えています。

④歴史を感じてウォーク（武家屋敷通り）15人

⑤各種スポーツ（スロートレーニング、卓球、ウォーキング他）（き

たうらアクアスポーツクラブ、たざわこスポーツクラブ、桧木内

てくてく倶楽部）50人

実行委員会の構成団体	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団

広報・周知	

　仙北市チャレンジデー実行委員会の公式 Facebookページで

事前にチャレンジデーのイベント情報や報告方法などをアップし、

広く周知を図りました。また、当日はイベントの様子をはじめ、

13 時・17 時・終了後の3回に渡り対戦状況（お互いの参加率）

をページでお知らせし、参加率アップを図りました。

製 作 物	

チラシ14,000 枚／ポスター200 枚／大型横断幕1枚／のぼり150

本／懸垂幕 3枚／ Tシャツ40 枚／ポケットティッシュ2,000 個

実施効果	

　人口が減少する中、参加人数は年々増えており、これまでで最

高の参加者数・参加率となりました。チャレンジデーを通して市

民や事業所、各種団体のスポーツや運動に対する意識が少しず

つではありますが着実に高まってきていると感じています。また、
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2016 年 5 月 25 日 水曜日　秋田魁新報

2016 年 5 月 26 日 木曜日　秋田魁新報
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お買い物しながら運動ショッピングウオーク

雨の中がんばったスポーツ GOMI 拾い

200 本／ Tシャツ170 枚／ポケットティッシュ3,000 個／施設

掲示用大型看板4 枚／車上看板1枚

実施効果	

　チャレンジデーの中で、ショッピングウオーク等日常生活の中

で自然と行える運動を取り込んで事業を行うことで、普段スポー

ツをしない方たちにも、日常生活の中で運動を取り入れることを

意識してもらえたということです。また、チャレンジデーの事業で

市の広場、施設等を利用することによって、普段関わりがない方

たちにも利用してもらうきっかけとなると感じています。運動面だ

けではなく、地域の活性化をはかる事業の1つとなりうるという

ことも感じております。

担当者から	

　普段スポーツとは関わりのない団体や企業等にも、チャレンジ

デーを通じてつながりができ、大仙市全体の事業として取り組ん

でいるという実感があります。他課や団体からの協力もあり、チャ

レンジデー周知にも積極的に関わっていただいており、年々チャ

レンジデーに対しての機運が高まりつつあるように感じています。

秋田県では、県全体でも取り組んでいる事業なので、チャレンジ

デーをきっかけに運動、スポーツだけでなく、市全体もしくは県

全体が活気づくような事業として、今後も取り組んでいきたいと

考えています。

主　　催	

大仙市チャレンジデー実行委員会	 （委員長　栗林次美）

大仙市教育委員会　生涯学習部　スポーツ振興課

〒 014-0062	 秋田県大仙市大曲上栄町 2番 16号

TEL：0187-63-1111　FAX：0187-63-7131

結　　果	

人　　　口：85,319 人	
秋田県大仙市	 ●

参 加 者 数：47,527 人	
VS

参　加　率：55.7％	
東京都小金井市	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①大仙ショッピングウオーク（イオンモール大曲・市内スーパーマー
ケット）2,991人
•	 大型ショッピングモールのスペースを利用し、ニュースポーツ
を体験できるコーナーや地元の小学生によるよさこいなどのイ
ベントをチャレンジデーに合わせて開催し、店内を訪れた人か
ら買い物やイベントを楽しんでもらいながら、15分間以上の
ウォーキングをしていただきました。参加者に、店内で配布し
ている参加用紙を集計 BOXに入れてもらい、参加賞としてポ
ケットティッシュを配布しました。

②親水公園清掃と旬の味を楽しむ会（川港親水公園）300人

③ハッピータイム オブ 大曲ヒカリオ（大曲ヒカリオイベント広場）

180人

④道の駅　チャレンジタイム（道の駅協和・神岡・中仙）123人

⑤来て、見て、知って　庭園巡り（国指定名勝　旧池田氏庭園）

85人

【アスリート・著名人など】
谷口大智（秋田ノーザンハピネッツ所属、2008 年アジア大会ベ

スト 4／菅澤紀行（秋田ノーザンハピネッツ所属）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポー

ツ少年団／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校

（校長会）／中学校（校長会）／商工会・青年会議所／医師会

メディア	

FMはなび／NHK 秋田／ABSラジオ／県南日々／秋田民報

広報・周知	

　地元の FM番組の中で、チャレンジデーを紹介し、毎日のように

番組で放送してもらい、チャレンジデーについてより多くの方から関

心をもっていただけるようにしました。また、市のHPだけでなく、

ショッピングウオークで協賛している店舗のHPでもチャレンジデー

を紹介してもらい、より多くの方に情報が行き渡るようにしました。

製 作 物	

チラシ50,000 枚／ポスター130 枚／大型横断幕1枚／のぼり
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　県南日々 web 版

2016 年 5 月 28 日 土曜日　秋田民報

地元住民で楽しんだレクリエーション
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ジャンボボールで玉送り

超神ネイガーとふれあい

J3 ブラウブリッツ秋田の選手と交流

れに伴い、市民の運動をする意識も高まっていると感じています。

担当者から	

　チャレンジデーに参加協力していただける団体・企業の方々と

の交流が、毎年増えてきていると感じています。

　そして、市民の15分間の運動習慣も広まってきていると実感し

ています。

　しかし、チャレンジデーの広報・周知は、市民全体に馴染むま

でには、まだまだ足りないとも感じていますし、まだまだ頑張り

次第で伸びしろは有ると実感しています。これからも、市民の協

力を得て、運動習慣の普及を図りたいと考えています。

主　　催	

にかほ市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　和田紀夫）

にかほ市教育委員会　スポーツ振興課

〒 018-0104	 秋田県にかほ市象潟町字狐森 7番地

TEL：0184-33-8855　FAX：0184-33-8856

結　　果	

人　　　口：25,981 人	
秋田県にかほ市	 ●

参 加 者 数：11,041 人	
VS

参　加　率：42.5％	
北海道富良野市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①メインイベント（象潟体育館）135人

•	 メインイベントは、スポーツ推進委員が主体となり、にかほ市

のご当地ヒーロー「超神ネイガー」やサッカー J3 のブラウブリッ

ツ秋田の選手とボールを使って遊んだり、じゃんけんゲームな

どをしたりするスポーツ交流イベントとなっております。

　また今回は地元ミュージシャンのケースケ＆マサが出演し、「に

かほ体操」を実施し、参加者の性別年代を問わず、楽しめる内

容となっております。

②白寿大学軽運動（象潟公民館）74人

③ふれあい健康教室（象潟体育館）73人

④むらすぎ学園（にかほ体操）（仁賀保体育館）72 人

【アスリート・著名人など】
ブラウブリッツ秋田（サッカー J3 所属）／ケースケ＆マサ（にか

ほ市出身のミュージシャン（㈱ショーミーエンターテイメント））

／超神ネイガー（にかほ市のご当地ヒーロー（㈱正義の味方））

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／福祉担当部署／スポー

ツ推進委員協議会／体育協会／総合型地域スポーツクラブ／幼

稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／事業所・企

業／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／自治会・町内会／

婦人会／観光協会

広報・周知	

　市の広報を活用し、5月1日号の裏表紙1面でチャレンジデー

を市民にPRしました。さらに 5月15日号と共にチャレンジデー

のチラシを全戸配布しました。結果としては微増ではありますが、

にかほ市の過去最高の参加率となりました。

製 作 物	

チラシ10,000 枚／ポスター200 枚／大型横断幕 5 張／横断幕

（その他）10 張／のぼり150 本／ Tシャツ66 枚

実施効果	

　市民のチャレンジデーに対する認知度は、参加協力団体・企業等

が毎年増えていることから、上がってきていると感じています。そ

にかほ市
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2016 年 4 月 4 日 木曜日　秋田魁新報
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バスケチャレンジ in 能代

総合開会式参加者によるラジオ体操

製 作 物	

チラシ33,000 枚／ポスター250 枚／のぼり150 本／ Tシャツ

95 枚／ポケットティッシュ2,000 個／

実施効果	

　チャレンジデーは4回目の実施になりますが、着実に地域コミュ

ニティが活性化してきていると感じています。近隣自治会合同で

ラジオ体操が行われるようになり、自治会同士の連携や交流が図

られています。また、市民が身体を動かすきっかけづくりとなり、

市民の健康づくりに対する意識の向上に繋がっています。

担当者から	

　チャレンジデーは、市民の健康に対する意識を高め、日常的に

身体を動かすきっかけをつくることが大きな目的だと考えていま

す。4 回目の実施で目標の50％には届きませんでしたが、徐々に

参加率が向上してきており、市民への周知及び参加意識の向上が

図られてきたと感じています。来年はさらに参加率が向上するよ

う、工夫しながら取り組んでいきたいと思います。

主　　催	

能代市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　齊藤滋宣）

能代市教育委員会　生涯学習・スポーツ振興課

〒 018-3192	 秋田県能代市二ツ井町字上台 1-1

	 能代市二ツ井町庁舎

TEL：0185-73-3221　FAX：0185-73-6459

結　　果	

人　　　口：56,110 人	
秋田県能代市	 ●

参 加 者 数：24,800 人	
VS

参　加　率：44.2％	
鹿児島県奄美市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①嫁見まつりを歩いて見に行こう（日吉神社境内・柳町商店街）

324人

②能代市総合体育館無料開放（能代市総合体育館）138人

③のしろチャレンジデー2016 総合開会式（能代市総合体育館）
110人
•	 全国制覇 58 回を数える能代工業高校バスケットボール部が
ある能代市では、バスケの街づくりに取り組んでいます。市
民参加型イベントの一つとして企画された「バスケチャレン
ジ in 能代」には、多数のバスケファンが集まりました。参加
者は複数のチームに別れて5分間のミニゲームを繰り返し行
い、参加者同士が交流しながら心地良い汗を流しました。

④バスケチャレンジ in 能代（能代市総合体育館）102 人

⑤ごみゼロウォーキング（能代市畠町大通り）72 人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／健康づくり担当部署／総務担当部署／地域

づくり支援担当／産業政策担当／農業振興担当／スポーツ推進

委員協議会／体育協会／スポーツ少年団／総合型地域スポーツ

クラブ／小学校（校長会）／中学校（校長会）／高等学校／商工会・

青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ／婦人会

／健康推進委員協議会／医師会／警察署／消防署

メディア	

秋田魁新報／北羽新報

広報・周知	

　人数が多い学校関係、大企業などは、直接訪問して参加の呼

びかけを行いました。また、自治会・町内会やスポーツ団体等か

らは、事前に実施予定を伺い、当日未報告の団体等へ連絡して実

施確認を行いました。市民参加型イベント数を増やすとともに、

すべてのイベントを「健康チャレンジポイント」の対象とし、健康づ

くりへの意識付けを行い参加者数の増加に繋がりました。

　※「健康チャレンジポイント」は能代市独自の事業です。
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　北羽新報

ラージボール卓球 100 本ラリー

2016 年 3 月 5 日 土曜日　北羽新報



120
レポート
120
レポート

グラウンド・ゴルフ交流

バレーボール交流

マスゲーム

主　　催	

チャレンジデー八郎潟町実行委員会	（実行委員会会長　畠山菊夫）

教育委員会教育課

〒 018-1692	 秋田県南秋田郡八郎潟町字大道 80番地

	 八郎潟町役場

TEL：018-875-5812　FAX：018-875-5950

結　　果	

人　　　口：6,198 人	
秋田県八郎潟町	 ○

参 加 者 数：4,552 人	
VS

参　加　率：73.4％	
北海道鷹栖町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①マスゲーム練習（農村環境改善センター）71人
•	 今年、町誕生60周年であり、2年に1度の町民体育祭開催
年であったため、町民体育祭を盛り上げるマスゲームの合同
練習日をチャレンジデー開催日に実施しました。

②にゃんぱち子育てランド（えきまえ交流館「はちパル」）49人

③グラウンド・ゴルフ（八郎潟町中羽立公園芝生広場）44人

④ママのためのリフレッシュヨガ（えきまえ交流館「はちパル」）

33人

⑤バレーボール交流（八郎潟町町民体育館）30人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポー

ツ少年団／レクリエーション協会／総合型地域スポーツクラブ／

幼稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／商工会・

青年会議所／社会福祉協議会／自治会・町内会／高齢者団体・

老人クラブ／婦人会／あきた湖東農協共同組合

メディア	

秋田魁新報

広報・周知	

　5月連休明けから町内会長に、町内の家々を回って参加を呼び

掛けていただいたおかげで昨年よりも参加率アップにつなげるこ

とができました。

製 作 物	

ポスター30 枚／大型横断幕1枚／のぼり80 本／ Tシャツ40

枚／ポケットティッシュ5,000 個／フェイスタオル3,000 枚／町

広報 2,527件

実施効果	

　チャレンジデーを実施することにより住民が様々なイベントや

スポーツに触れるきっかけとなり継続して体を動かす住民が少し

ずつ増えてきております。
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2016 年 5 月 24 日 火曜日　秋田魁新報
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健康体操

踊り講習会

子ども園チャレンジタイム

会や運動をするきっかけづくりになっているようで喜ばしいことで

した。

担当者から	

　当日の参加率向上だけを目的にするのでなく、住民の日常的な

健康づくり・地域づくり・仲間づくりにつなげていくためにチャレ

ンジデーを有効に活用したいと思います。

主　　催	

八峰町チャレンジデー実行委員会	 （会長　加藤和夫）

教育委員会生涯学習課スポーツ振興係

〒 018-2641	 秋田県山本郡八峰町八森字中浜 196-1

	 ファガス

TEL：0185-77-3700　FAX：0185-74-5290

結　　果	

人　　　口：7,676 人	
秋田県八峰町	 ○

参 加 者 数：4,956 人	
VS

参　加　率：64.6％	
北海道新得町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①踊り講習会（ファガスイベントホール、峰栄館ホール）65人
•	 町内中学校体育館、土床体育館を利用し、バスケットボール、
卓球、ソフトバレー、ソフトテニス、野球を行いました。町体
育協会加盟の各協会が主体となり、初心者向けのプログラム
の実施や協会員によるアドバイスを行うなど、子どもから大
人まで気軽に参加でき、楽しく交流できました。

②ナイタースポーツチャレンジ（町内体育館（5ヵ所））54人

③チャレンジデーゲートボール大会（峰浜土床体育館 37人

④転倒予防教室（ファガスイベントホール）17人

⑤フロアカーリング、ニュースポーツ、幻のラジオ体操第三をやっ

てみよう（あきた白神体験センター）16人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／スポーツ推進委員協議

会／体育協会／スポーツ少年団／総合型地域スポーツクラブ／幼

稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／事業所・企

業／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／自治会・町内会／

高齢者団体・老人クラブ／婦人会

メディア	

北羽新報

広報・周知	

　町民向けの広報として開催日までの10日間防災無線での放送

を行ったほか、チラシの全戸配布を2回行いました。行政施設

や観光施設では Tシャツの着用によるPRを行い、参加を呼びか

けました。

製 作 物	

チラシ3,800 枚／ポスター140 枚／のぼり130 本／ Tシャツ

270 枚／ポケットティッシュ4,000 個／キャップ 80 個／タオル

250 枚

実施効果	

　昨年に比べ住民の参加率が増えました。地域住民の交流の機
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2016 年 5 月 18 日 水曜日
北羽新報

2016 年 5 月 22 日 日曜日
北羽新報
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早朝花壇整備

早朝ラジオ体操

親子 DE リズム遊び

　また、地区ごとの事業には多世代が参加しており、地域内の世

代間交流を深めることができました。

　小学校では全国共通イベント「ロープ・ジャンプ・EX」に参加する

ことで、クラスの団結力や向上心を育む良い機会となっています。

　村外からも多くの方々に参加していただき、交流人口の増加と

スポーツ施設の有効活用が図られました。

担当者から	

　今年で 9回目の実施となります。昨年は過去最高の参加率を

記録しましたが、今回はやや参加率が下がり、イベントの盛り上

がりを維持していくことの難しさを感じました。

　チャレンジデーの性質上、参加率や対戦相手との競争結果に目

が行きがちになりますが、参加者一人一人の充足感を高められる

よう取り組んでいきたいと考えます。

主　　催	

東成瀬村チャレンジデー実行委員会	 （会長　佐々木哲男）

東成瀬村教育委員会

〒 019-0801	 秋田県雄勝郡東成瀬村田子内字仙人下 30-1

TEL：0182-47-3415　FAX：0182-47-2119

結　　果	

人　　　口：2,659 人	
秋田県東成瀬村	 ○

参 加 者 数：2,331 人	
VS

参　加　率：87.7％	
長野県南相木村	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①早朝ごみ拾いウォーキング、ラジオ体操、花植え活動（全村避
難訓練を合わせて実施）（村内各地区）1,492 人
•	 村内各地区でウォーキングや花壇整備活動が行われる早朝に
合わせて避難訓練を実施しております。避難訓練終了後には
ラジオ体操を放送し、各避難場所において実施しております。

②チャレンジデー記念イベント「みんなで体操」（東成瀬村多目的

グラウンド）220人

③親子 DEリズム遊び（なるせ保育園・児童館）155人

④ロープ・ジャンプ・EX（観覧者含む）（東成瀬村民体育館）

100人

⑤東成瀬中学校体育祭（東成瀬村多目的グラウンド）90人

【アスリート・著名人など】
利部陽子（ロサンゼルスオリンピック　バレーボール女子　銅メ

ダル）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／スポーツ推進委

員協議会／体育協会／スポーツ少年団／レクリエーション協会／

総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校（校長会）／

中学校（校長会）／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／PTA

連合会／自治会・町内会

広報・周知	

　チャレンジデーの2ヵ月前から、村広報紙上において参加の呼

びかけの記事を掲載したほか、約 1ヵ月前には立て看板の設置及

び村内各所へのぼり設置を行い、イベントの周知に努めました。

製 作 物	

チラシ1,000 枚／ポスター 66 枚／大型横断幕1枚／のぼり70

本／ Tシャツ160 枚／ポケットティッシュ1,700 個／立看板1個

実施効果	

　チャレンジデー関連事業を地区の行事の一つとして位置づけ、

各地区が自主的に計画し実施することで、地域コミュニティの形

成に役立っていると考えます。
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2016 年 5 月 22 日 日曜日　秋田魁新報
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老若男女が参加したナイトウォーキング

車庫でラジオ体操！田舎ならではの団結力！

藤小仮装ウォーキング！町民を巻き込んで記念撮影！

•	 目標達成（昨年参加率以上、金メダル獲得）することができ、町

民みんなで喜びを分かち合いました。

•	 対戦相手が隣県だったため、町民の関心が非常に高く、今後の

生涯学習事業で訪問する予定です。

担当者から	

　相手が日本一の青森県新郷村ということで、モチベーションを

保ちながらチャレンジデーを迎えることが大きな課題でしたが、

目標を「昨年参加率以上、チャレンジデーを楽しむ！」に設定した

ことで、いい意味で吹っ切れることができたと思います。

　当日は雨天でしたが、学校と地域が連携するイベントや、老若

男女が一緒に楽しめるイベントを展開することで、昨年の参加率

よりも2.8％アップを達成することができました。勝負に敗れは

しましたが、2014 年の初参加より毎年参加率を伸ばし続けてい

ることが一番の功績だと思います！

主　　催	

藤里町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　佐々木文明）

教育委員会生涯学習係

〒 018-3201	 秋田県山本郡藤里町藤琴字家の後 67

	 三世代交流館

TEL：0185-79-1327　FAX：0185-79-2227

結　　果	

人　　　口：3,538 人	
秋田県藤里町	 ●

参 加 者 数：3,084 人	
VS

参　加　率：87.2％	
青森県新郷村	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①仮装ウォーキング（藤里小学校～藤里町役場）250人
•	 藤里小学校の全校児童と先生が、仮装をして藤里町商店街
でウォーキングを実施しました。最後は、藤里町役場前に集
合し、たくさんの町民が見守る中、町にエールを送り、周りの
町民を巻き込んで町民歌を歌いました（雨天でなければ、保
育園、幼稚園も合同で実施する予定でした）。チャレンジデー
を、学校と地域の交流に活用しながら、メインイベントとして
町内を盛り上げることに成功しました。

②チャレンジ！藤里中学校（藤里中学校）150人

③きらきら★ナイトウォーキング（藤琴地区）100人

④チャレンジ！米田地区（米田地区）80人

⑤チャレンジ！粕毛地区（粕毛地区）80人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／スポーツ推進委員協議

会／体育協会／総合型地域スポーツクラブ／事業所・企業／商工

会・青年会議所／社会福祉協議会／自治会・町内会／高齢者団体・

老人クラブ／婦人会／障害者団体

メディア	

北羽新報／秋田魁新報

広報・周知	

　チャレンジデーの取り組み内容を、町民が楽しめるような内容

にすることで、自発的に周囲を巻き込みながら参加しようとする

人を増やそうとしました。（仮装ウォーキング、きらきら★ナイト

ウォーキング）

製 作 物	

チラシ1,500 枚／ポスター200 枚／大型横断幕1枚／のぼり

70 本／ Tシャツ290 枚

実施効果	

•	 目標に向かって町全体が活動することで、地域の一体感や人と

のつながりが深まりました。
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2016 年 5 月 21 日 土曜日
北羽新報

2016 年 5 月 19 日 木曜日　北羽新報

2016 年 3 月 19 日 土曜日
北羽新報
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みんなでいきいき太極拳

おはよう笑顔でラジオ体操

実施効果	

　チャレンジデ―を通して住民間のコミュニケーションが図られ、

健康志向への意識を持って楽しく運動するきっかけを提供できた

と思います。

　チャレンジデーに合わせ行政区内でグラウンド・ゴルフ大会を

企画するなど各団体で少しずつ様々な取り組みが見受けられ、健

康維持及び健康増進につながり、運動不足の解消、スポーツへの

親しみを感じてもらえたと思います。

担当者から	

　あいにくの天候で住民の皆さんに参加していただけるか不安も

ありましたが、当日は老若男女問わず様々な住民の方々から報告

を頂き、住民のスポーツ意識の高さを感じる事ができました。

　目標の参加率を達成することができませんでしたが、今後も

チャレンジデ―の結果や報告を参考にしながら、町民の健康づく

りやスポーツの振興、地域の活性化を図り、スポーツを通じて元

気な町を目指して行こうと思います。

主　　催	

美郷町チャレンジデー実行委員会	 （会長　松田知己）

美郷町教育委員会　生涯学習課　スポーツ振興班

〒 019-1234	 秋田県仙北郡美郷町飯詰字糠渕 18-1

	 美郷総合体育館リリオス内

TEL：0187-84-4916　FAX：0187-86-8033

結　　果	

人　　　口：20,621 人	
秋田県美郷町	 ○

参 加 者 数：13,753 人	
VS

参　加　率：66.7％	
広島県竹原市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ホールインワンに挑戦！（グラウンド・ゴルフ場、パークゴルフ場、

マレットゴルフ場）350人

②おはよう笑顔でラジオ体操（総合体育館、北ふれあい館、中央
体育館）190人
•	 初回から継続して行っている誰でもできるラジオ体操を3地
区で行いました。特に主会場の総合体育館リリオスではオー
プニングセレモニーの後に生演奏でラジオ体操を行い、「手
のひらを太陽に」を歌いながら踊りました。他の2地区は
CDによりラジオ体操を行いました。

③みさとチャレンジ高齢者バレーボール大会（総合体育館）150人

④秋田ノーザンブレッツRFCチャレンジキックオフセミナー（総合

体育館）80人

⑤ラリー回数に挑戦！（総合体育館）40人

【アスリート・著名人など】
秋田ノーザンブレッツRFC（日本トップイーストリーグ Div.1）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／教育委員会／スポーツ

推進委員協議会／体育協会

メディア	

美郷話題新聞

広報・周知	

　4月の上旬に行われる全行政区の行政協力員が集まる会議で

チャレンジデーへの協力をお願いしました。防災無線放送で前日

と当日全町にチャレンジデーへの参加を呼びかけ、後日には結果

をお知らせしました。4 回目となった今回は防災無線放送、チラ

シの全戸配布、町広報誌掲載などの周知によりだいぶチャレンジ

デーへの認知度が上がったものと思われます。

製 作 物	

チラシ8,000枚／ポスター200枚／大型横断幕3枚／横断幕（そ

の他）1枚／のぼり100 本／懸垂幕1枚／ Tシャツ40 枚／帽

子30 個／ポロシャツ21枚

美
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2016 年 5 月 19 日 木曜日　秋田魁新報

みさとチャレンジ高齢者バレーボール大会

2016 年 5 月 27 日 木曜日　秋田魁新報
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小雨の中でのクアオルトウォーキング

チャレンジ・ランがスタート

製 作 物	

チラシ6,400枚／ポスター200枚／大型横断幕8枚／横断幕（そ

の他）3 枚／のぼり50 本／懸垂幕 30 枚／ Tシャツ175 枚／ク

リアファイル1,100 枚／ポールペン300 本／大型告知用横看板

1枚

実施効果	

　昨年から町で推奨している「クアオルトウォーキング」に、今年

もトップアスリートをお招きしたことで、テレビ局の取材もあり、

町内外から大勢参加していただき、普及に少なからずお手伝いが

出来ました。

担当者から	

　当町も 4 年目の実施となりましたが、当日は朝からあいにくの

小雨模様で、参加率の低下を覚悟していましたが、そんな状況化

でも参加率が上がったことは、チャレンジデーが町民に徐々に浸

透してきたのだと思いました。しかしながら、金メダル獲得のた

めには、まだまだ工夫と努力が必要だと改めて感じました。

主　　催	

チャレンジデー三種町実行委員会	 （会長　三浦正隆）

三種町教育委員会

〒 018-2104	 秋田県山本郡三種町鹿渡字盤若台 75-1

	 三種町琴丘総合体育館内

TEL：0185-87-2222　FAX：0185-87-3222

結　　果	

人　　　口：17,751 人	
秋田県三種町	 ●

参 加 者 数：8,527 人	
VS

参　加　率：48.0％	
広島県北広島町	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ラジオ体操講習会（桜田敬子先生・小野梨沙さんによる実技指
導）（三種町立山本中学校体育館）250人
•	 三種町では昨年度から「ラジオ体操」の普及を掲げており、
正しいラジオ体操を身につけるため、チャレンジデーでも昨
年に引き続き「ラジオ体操講習会」を実施しました。

②みたね大学開講式（軽体操と㈱明治による高齢者栄養指導）（山

本ふるさと文化館）200人

③秋田ノーザンハピネッツ学校訪問（3 名）（三種町立琴丘小学校

体育館）200人

④田口成浩さん（秋田ノーザンハピネッツ）とクアオルトウォーキ

ングを楽しもう（釜谷浜コース）80人

⑤チャレンジ・ラン（三種町誕生10 周年記念企画）（町内全域）

10人

【アスリート・著名人など】
田口成浩（バスケットボール男子日本代表候補、秋田ノーザンハ

ピネッツ）／水町亮介、高橋憲一、館山健太（秋田ノーザンハピ

ネッツ）／本宮隆良（元駒澤大学箱根駅伝優勝メンバー）／赤染

　健（元東海大学箱根駅伝メンバー）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／観光担当部署／総務担

当部署／生涯学習担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協

会／スポーツ少年団／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育

園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／商工会・青年会議所／

高齢者団体・老人クラブ／婦人会／ JA

メディア	

秋田魁新報／北羽新聞／秋田放送「ニュースevery ABS ニュー

ス」／秋田朝日放送「スーパー J チャンネル　トレタテ！」

広報・周知	

　今回初めて、Facebook を活用して1ヵ月前からカウントダウ

ンを行いました。また、1週間前からは毎日、町内の幼・保育園

の協力のもと、園児によるカウントダウンとともにチャレンジデー

当日のイベント紹介も行いました。

三
み

種
たね

町
ちょう 秋田県

4回目
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2016 年 5 月 25 日 水曜日　北羽新報

2016 年 5 月 21 日 土曜日　北羽新報

恒例となったちびっ子フェスティバル
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気分爽快ストレッチ体操（雄勝地域）

ラジオ体操（須川地区）

実施効果	

　少しずつですが、チャレンジデーについて認知されてきている

ようで、事前に個人や事業所から問い合わせがあったり、報告用

紙をもらいにきたりとチラシ等での周知による反応がみられまし

た。当日も参加者だけでなく報告事務やイベント用務等に携わっ

ていただいた方々の多大なる協力があり、チャレンジデーをとおし

て地域住民が一体となることができました。

担当者から	

　4 回目の実施ということでチャレンジデー自体は年々浸透して

きていますが、まだ周知しきれていないと感じました。特に参加

報告の方法や報告用紙の回収方法などについては市内の各地域

の状況にあわせて検討し、確実に回収して参加率の増加につなが

るような工夫が必要だと考えます。また、笑顔で参加している方々

も多く体を動かすことはもちろん、楽しんで参加することで心と体

の健康増進に結びつくと思いますので、楽しんで参加できるプロ

グラムの実施も大事だと思いました。

主　　催	

湯沢市チャレンジデー実行委員会	 （会長　齊藤光喜）

湯沢市教育委員会　生涯学習課　スポーツ振興班

〒 012-8501	 秋田県湯沢市佐竹町 1番 1号

TEL：0183-55-8286　FAX：0183-72-8515

結　　果	

人　　　口：48,014 人	
秋田県湯沢市	 ●

参 加 者 数：23,465 人	
VS

参　加　率：48.9％	
佐賀県神埼市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

① 8人制バレーボール（稲川体育館）160人

②健康体操（オープニングセレモニー）（皆瀬体育館）91人

③ラジオ体操（オープニングセレモニー）（高松地区センター）88人
•	 湯沢市内で早朝 6時からの一番早いオープニングセレモニー
として企画されたものであり、地域の協力団体が主導して開
催しました。市内では、旧市町村単位の 4 地域でオープニン
グセレモニーを企画し、各地域住民と一体となって取り組み
ました。

④ラジオ体操（オープニングセレモニー）（須川地区センター）80人

⑤気分爽快ストレッチ体操（オープニングセレモニー）（雄勝文化

会館）52 人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／総合

型地域スポーツクラブ／小学校（校長会）／中学校（校長会）／商

工会・青年会議所／社会福祉協議会／自治会・町内会／高齢者

団体・老人クラブ／婦人会

メディア	

エフエムゆーとぴあ

広報・周知	

　できるだけ報告しやすいように参加報告用紙の種類を減らし、

提出先がわかりやすいよう様式を変更しました。また全戸配布し

たチラシの内容の一部は地域ごとに別々にしたり、各地域で独自

に広報やチラシを作成するなどして当日のイベントの周知をしま

した。また、対戦相手である神埼市との物産交流として特産品を

送りあい、湯沢市ではその特産品が参加報告者の中から抽選で

当たる企画を実施し、参加意欲の向上を図りました。

製 作 物	

チラシ38,000 枚／ポスター250 枚／横断幕（その他）4 枚／の

ぼり536 本／ Tシャツ160 枚／ポケットティッシュ8,000 個／

STAFFキャップ 140 個

湯
ゆ

沢
ざわ

市
し 秋田県

4回目
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2016 年 4 月　matChu

2016 年 3 月　月刊 and now  4 月号

健康体操（皆瀬地域）



134
レポート
134
レポート

東由利総合支所体操

保育園児と一緒に「からだ」を動かそう

岩城小ふれあいチャレンジウォーク

  同じ日に一つの目標に向かうことで一体感が得られました。ま

た、15分以上運動することによってスポーツのきっかけ作りの機

会を提供できました。

  来年は市民の健康づくり、地域づくりのため市民の意識を高め

るような取り組みに重点をおきたいです。

担当者から	

　年 「々チャレンジデー」というイベントが浸透してきているので、

「健康づくり、地域づくり」などイベントの効果の面ももっとPRし

ていきたいです。

主　　催	

由利本荘市チャレンジデー実行委員会	 （会長　長谷部誠）

由利本荘市教育委員会　スポーツ課

〒 018-0692	 秋田県由利本荘市西目町沼田字弁天町 40-61

TEL：0184-32-1334　FAX：0184-33-2202

結　　果	

人　　　口：80,667 人	
秋田県由利本荘市	 ○

参 加 者 数：66,810 人	
VS

参　加　率：82.8％	
兵庫県豊岡市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①総合開会式・チャレンジデーウォーク・カダーレイベント（文化
交流館カダーレ）506人
•	 文化複合施設のカダーレを使用して総合開会式・チャレンジ
デーウォーク出発式・サークル発表・インターバル速歩講習
会を実施した。サークル発表では、幼稚園児の発表、ダンス、
おどり、太極拳などを実施しました。

②岩城小ふれあいチャレンジウォーク（岩城地域）360人

③鳥海小中学校ランニング＆ウォーキング（鳥海地域）270人

④保育園児と一緒に「からだ」を動かそう（矢島地域）100人

⑤寿フロッカー（石脇体育館）88人

【アスリート・著名人など】
ブラウブリッツ秋田（日本プロサッカーリーグ　J3リーグ所属）

／阿部十全（地元ローカルタレント）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／観光担当部署／スポーツ推進委

員協議会／体育協会／スポーツ少年団／総合型地域スポーツクラ

ブ／幼稚園・保育園／小学校（校長会）／商工会・青年会議所／社

会福祉協議会／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ

メディア	

由利本荘市ケーブルテレビ

広報・周知	

　チャレンジデー缶バッチを製作して配布しました。ケーブルテレ

ビのアナウンサーに Tシャツの着用をお願いして、放送の際に着

てもらいました。

製 作 物	

チラシ30,000 枚／ポスター300 枚／大型横断幕1枚／のぼり

200 本／ポケットティッシュ8,000 個／缶バッチ1,000 個

実施効果	

　4 回目の実施となりましたが、チャレンジデーの認識が年々浸

透してきていると感じました。

由
ゆ

利
り

本
ほん

荘
じょう

市
し 秋田県

4回目
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2016 年 5 月 15 日 日曜日　広報ゆりほんじょう No.268
10広報ゆりほんじょう 平成28年５月15日号

対戦相手は兵庫県

８万人市民全員が主役！

２０１６

「豊岡市」

Let’ s try
15min

　月　日（水）開催　月　日（水）開催
　チャレンジデーは、日常的なスポーツの習慣化のためのきっか
けづくりやスポーツによる住民の健康づくり、地域の交流や活性
化を目的とした「住民総参加型イベント」です。
　15分以上の運動なら、散歩やごみ拾いでもＯＫ。あなたの参
加がカギとなります。 家族や友人、近隣のみなさんで誘い合っ
て、ぜひご参加をお願いします。さあ、レッツ・チャレンジ‼

チャレンジデーは参加率を競う大会
“健康で笑顔あふれる地域づくりのために!”

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は
、
毎
年
５

月
の
最
終
水
曜
日
（
今
年
は
25
日
）、

人
口
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
自
治
体
同
士

で
、
午
前
０
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

の
間
に
15
分
以
上
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ

を
し
た
住
民
の
「
参
加
率
」
を
競
う

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
今
回
の
対
戦
相
手
は
、
兵
庫
県
豊

岡
市
。
昨
年
度
は
本
市
の
81
・
５
％

に
迫
る
79
・
１
％
の
参
加
率
を
た
た

き
出
し
た
手
ご
わ
い
相
手
で
す
。

　
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
成
績
は
２
勝

１
敗
。
３
勝
目
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん

な
で
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
!

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
昭
和

58
年
に
カ
ナ
ダ
で
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
日
本
で
は
平
成
５
年
か

ら
「
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
」
が

普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
自
治
体

間
の
交
流
に
つ
な
が
る
と
い
う

利
点
を
捉
え
、
本
市
で
も
３
年

前
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
住
ま
い
の
方
、
本

市
に
通
勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る

方
全
員
が
対
象
で
す
。
決
め
ら

れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
な
く

て
も
、自
宅
や
学
校
、職
場
な
ど
、

日
常
生
活
の
中
で
15
分
以
上
運

動
し
て
報
告
す
る
こ
と
で
、
参

加
人
数
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

秋田県

実施回数
人口
昨年度参加率

４回目
80,667人

81.5％

由利本荘市
兵庫県

※人口は今年２月１日時点

VS 実施回数
人口
昨年度参加率

７回目
84,761人

79.1％

豊　岡　市

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
？

Ｑ
誰
で
も
参
加
で
き
る
の
？

５ 25

スポーツ課
　　　３２－１３３４
　　　３３－２２０２

運 動 し た ら 、
必 ず 報 告 を !

　運動やスポーツをした方
は、当日午後９時までに報告
してください。（報告しない
と参加人数にカウントされま
せん。）電話・ファクシミリ・
メール・集計ボックスへの投
函のいずれかの方法で「個人
（団体）名・参加人数・内容」
の報告をお願いします。

☎

※問い合わせ・報告先

または各教育学習課へ
FAX

チャレンジデーウオーク
水中ウオーキング教室
チャレンジ!インターバル速歩
ヨーガ教室
保育園児とダンス・ゲーム
目指せ!2016ポイント（バスケ）
岩城小ふれあいチャレンジウオーク
 （地域のお年寄りとふれあいながらウオーキング）
ブラウブリッツサッカー教室
インターバル速歩
ビームライフル体験
ゲートボール
八塩いこいの森でパークゴルフ
早朝ラジオ体操
体力テスト（自分の体力年齢は？）
８人制バレーボール教室
グラウンドゴルフ大会

本  荘

　
矢  島

岩  城

由  利

大  内

東由利

西  目

鳥  海

地  域 イ ベ ン ト 内 容

このほかにも各地域でさまざまなイベントが
計画されています。時間や会場など詳しくは、
各地域の教育学習課へお問い合わせください。

　
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
、
徒
歩

で
の
通
勤
や
農
作
業
な
ど
、
運

動
が
伴
っ
て
い
れ
ば
内
容
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
か

ら
年
配
の
方
ま
で
、
幅
広
く
気

軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
、
無

理
な
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
参
加
率

で
勝
敗
が
決
ま
り
ま
す
。
負
け

た
場
合
は
、
対
戦
相
手
の
市
の

旗
を
市
役
所
に
１
週
間
掲
揚
す

る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
「
名
誉
と
威
信
を
か
け

た
住
民
総
参
加
型
」
と
さ
れ
る

理
由
で
す
。
市
に
お
住
ま
い
の

皆
さ
ん
や
お
勤
め
の
皆
さ
ん
全

員
が
主
役
の
イ
ベ
ン
ト
な
の
で

す
。

※

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
当
日
の
25

　
日
は
、
利
用
予
約
が
入
っ
て

　
い
る
時
間
帯
を
除
き
、
市
内

　
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
無
料
開

　
放
し
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
ご
利

　
用
く
だ
さ
い
！

Ｑ
ス
ポ
ー
ツ
は
苦
手
で…

Ｑ
誰
で
も
参
加
で
き
る
の
？

み
ん
な
で
運
動
を

　
習
慣
化
し
ま
し
ょ
う
!

11 Yurihonjo city public Relations. 2016

見せましょう!“チーム由利本荘” の力を!

10広報ゆりほんじょう 平成28年５月15日号

対戦相手は兵庫県

８万人市民全員が主役！

２０１６

「豊岡市」

Let’ s try
15min

　月　日（水）開催　月　日（水）開催
　チャレンジデーは、日常的なスポーツの習慣化のためのきっか
けづくりやスポーツによる住民の健康づくり、地域の交流や活性
化を目的とした「住民総参加型イベント」です。
　15分以上の運動なら、散歩やごみ拾いでもＯＫ。あなたの参
加がカギとなります。 家族や友人、近隣のみなさんで誘い合っ
て、ぜひご参加をお願いします。さあ、レッツ・チャレンジ‼

チャレンジデーは参加率を競う大会
“健康で笑顔あふれる地域づくりのために!”
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で
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が

普
及
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取
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間
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と
い
う
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を
捉
え
、
本
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も
３
年

前
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
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い
の
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、
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に
通
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る
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が
対
象
で
す
。
決
め
ら

れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
な
く

て
も
、自
宅
や
学
校
、職
場
な
ど
、

日
常
生
活
の
中
で
15
分
以
上
運

動
し
て
報
告
す
る
こ
と
で
、
参

加
人
数
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

秋田県

実施回数
人口
昨年度参加率

４回目
80,667人

81.5％

由利本荘市
兵庫県

※人口は今年２月１日時点

VS 実施回数
人口
昨年度参加率

７回目
84,761人

79.1％

豊　岡　市

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
？

Ｑ
誰
で
も
参
加
で
き
る
の
？

５ 25

スポーツ課
　　　３２－１３３４
　　　３３－２２０２

運 動 し た ら 、
必 ず 報 告 を !

　運動やスポーツをした方
は、当日午後９時までに報告
してください。（報告しない
と参加人数にカウントされま
せん。）電話・ファクシミリ・
メール・集計ボックスへの投
函のいずれかの方法で「個人
（団体）名・参加人数・内容」
の報告をお願いします。

☎

※問い合わせ・報告先

または各教育学習課へ
FAX

チャレンジデーウオーク
水中ウオーキング教室
チャレンジ!インターバル速歩
ヨーガ教室
保育園児とダンス・ゲーム
目指せ!2016ポイント（バスケ）
岩城小ふれあいチャレンジウオーク
 （地域のお年寄りとふれあいながらウオーキング）
ブラウブリッツサッカー教室
インターバル速歩
ビームライフル体験
ゲートボール
八塩いこいの森でパークゴルフ
早朝ラジオ体操
体力テスト（自分の体力年齢は？）
８人制バレーボール教室
グラウンドゴルフ大会

本  荘

　
矢  島

岩  城

由  利

大  内

東由利

西  目

鳥  海

地  域 イ ベ ン ト 内 容

このほかにも各地域でさまざまなイベントが
計画されています。時間や会場など詳しくは、
各地域の教育学習課へお問い合わせください。

　
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
、
徒
歩

で
の
通
勤
や
農
作
業
な
ど
、
運

動
が
伴
っ
て
い
れ
ば
内
容
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
か

ら
年
配
の
方
ま
で
、
幅
広
く
気

軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
、
無

理
な
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
参
加
率

で
勝
敗
が
決
ま
り
ま
す
。
負
け

た
場
合
は
、
対
戦
相
手
の
市
の

旗
を
市
役
所
に
１
週
間
掲
揚
す

る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
「
名
誉
と
威
信
を
か
け

た
住
民
総
参
加
型
」
と
さ
れ
る

理
由
で
す
。
市
に
お
住
ま
い
の

皆
さ
ん
や
お
勤
め
の
皆
さ
ん
全

員
が
主
役
の
イ
ベ
ン
ト
な
の
で

す
。

※

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
当
日
の
25

　
日
は
、
利
用
予
約
が
入
っ
て

　
い
る
時
間
帯
を
除
き
、
市
内

　
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
無
料
開

　
放
し
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
ご
利

　
用
く
だ
さ
い
！

Ｑ
ス
ポ
ー
ツ
は
苦
手
で…

Ｑ
誰
で
も
参
加
で
き
る
の
？

み
ん
な
で
運
動
を

　
習
慣
化
し
ま
し
ょ
う
!

11 Yurihonjo city public Relations. 2016

見せましょう!“チーム由利本荘” の力を!
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マラソンゴール

チャレンジデーオープニング

ポスター300 枚／大型横断幕 4 枚／横断幕（その他）2枚／の

ぼり50 本／懸垂幕 2枚／ Tシャツ300 枚／ポケットティッシュ

6,000 個／タオル 600 個

実施効果	

　チャレンジデーを通して市民の健康づくりや、体を動かすきっ

かけを提供することができました。またスポーツを通じて地域間

交流を図ることができ、横手市は人と人とのつながりが強く残っ

ている地域であることを再確認することができました。またスポー

ツを通じて元気なまちづくりを市民一体となって取り組むことが

できました。

担当者から	

　横手市は今回でチャレンジデーの実施は 4 回目となります。も

う横手市では『5月最終週の水曜日はチャレンジデー』と市民に認

識されており、中には開催日が近くなると個人でチャレンジデーの

企画、準備をし、チャレンジデー当日にたくさんのお仲間で楽しく

スポーツを行っている方もおられました。このように横手市民に

とって確実にチャレンデーが浸透してきていると実感ができまし

た。今後もチャレンジデーを契機に市民一人一人が繋がり合い笑

顔で元気のあるまちづくりをさらに進めていきたいと思います。

主　　催	

横手市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　髙橋　大）

横手市まちづくり推進部スポーツ振興課

〒 013-0060	 秋田県横手市条里二丁目 2-50

	 横手就業改善センター内

TEL：0182-35-2173　FAX：0182-32-6120

結　　果	

人　　　口：94,448 人	
秋田県横手市	 ●

参 加 者 数：83,598 人	
VS

参　加　率：88.5％	
鹿児島県霧島市	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①市内事業所によるラジオ体操とクリーンアップ（市内各事業所周
辺）3,833人
•	 今回も市内各事業所による合同のラジオ体操とクリーンアッ
プに力を入れました。昨年も開催して大好評で、普段、運動
やスポーツから遠ざかっている方々に運動やスポーツを通じ
て健康に対する意識を高めるきっかけづくりを提供するとと
もに、なかなか交流のない近隣の事業所と合同で開催する
ことにより、お互いの親睦を深め、さまざまな情報を収集で
き、地域の活性化に一役かっていると各事業所に大変喜ばれ
ております。

②市内スーパーマーケット買い物ウォーキング（市内各スーパー

マーケット）3,314人

③市内小中学校による業間運動（市内各小中学校）2,428人

④横手市グラウンド・ゴルフ大会（横手市赤坂総合運動公園）133

人

⑤てくてくウォーキング（横手市赤坂総合運動公園）44人

【アスリート・著名人など】
長谷川　誠（bjリーグ  秋田ノーザンハピネッツヘッドコーチ）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／観光担当部署／スポーツ推進委員協議会／

体育協会

メディア	

秋田魁新報／横手コミュニティFM

広報・周知	

•	 チャレンジデー当日、一ヵ月前に事前周知チラシを市内各世帯

へ全戸配布し、市民にチャレンジデーの趣旨を理解してもらい

ました。さらに一週間前に報告書付きのチラシをもう一度全戸

配布して市民の参加の関心意欲を高めました。

•	 地元コミュニティFMで毎日のようにPR 放送を流しました。

製 作 物	

チラシ50,000 枚

横
よこ

手
て

市
し 秋田県

4回目
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　秋田魁新報

2016 年 5 月 21 日 土曜日
秋田魁新報

空き缶積み上げ
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鶴岡市民健康スポーツクラブ　ノルディックウォーク教室

天神祭でチャレンジデー PR

実施効果	

•	 普段あまり運動をしない方が運動に取り組むきっかけとなりま

した。

•	 自治会などで取り組むことによって、スポーツを通じた地域コ

ミュニティの交流が図られました。

•	 幼児から高齢者まで幅広い世代が楽しみながら運動をすること

によって、市民の体力づくりにつながりました。

•	 運動を意識することによって、日常生活の動きも健康づくりに

つながることを啓発できました。

•	 鶴岡市の魅力をPRすることができました。

担当者から	

　チャレンジデーは、日常運動していない方も、体を動かしてみ

ようと思う良いきっかけとなっています。市民の皆さんが日常的に

運動に親しみ、健康でいきいきとした生活を送ることによって、市

全体が明るく元気なまちになることを願いこのイベントに参加さ

せて頂きました。今後も、チャレンジデーをきっかけとして運動

習慣の定着化に向けた取り組みをしながら、本市スポーツ推進計

画の基本目標「生命いきいきスポーツのまち鶴岡の創造」を目指

して取り組んでいきます。

主　　催	

鶴岡市チャレンジデー実行委員会	 （委員長　榎本政規）

鶴岡市教育委員会　スポーツ課

〒 997-0825	 山形県鶴岡市小真木原町 2番 1号

	 小真木原総合体育館内

TEL：0235-25-8131　FAX：0235-25-8134

結　　果	

人　　　口：131,629 人	
山形県鶴岡市	 ●

参 加 者 数：28,525 人	
VS

参　加　率：21.7％	
山口県宇部市	 ○

取得メダル：銅

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①天神祭ウォーク　－道真公の和歌集め－（天神祭パレード周

辺）888人

②スポーツ無料体験教室（市内各所）425人
・市内の各総合型地域スポーツクラブから協力していただき、
17のスポーツ教室等の無料体験を実施しました。

	 このプログラムは、運動することへ動機づけとなることはも
とより、総合型地域スポーツクラブへの加入を促進すること
によって、チャレンジデー当日以降、運動習慣の定着を期待
するものです。

実行委員会の構成団体	

スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポーツ少年団／レクリ

エーション協会／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／

小学校（校長会）／中学校（校長会）／高等学校／商工会・青年会

議所／社会福祉協議会／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラ

ブ／障害者団体／金融協会

メディア	

荘内日報／山形新聞

広報・周知	

　市広報や地元マスメディアを活用した広報活動を中心に周知を

図ったほか、各団体に対しては市一番のイベント、天神祭に配慮

しながらも可能な限り参加協力を依頼するなど、チャレンジデー

への参加意識を高める周知活動を行いました。天神祭と同日開

催という事で、参加人数は激減してしまいましたが、チャレンジ

デーを認知している市民が増加しており、一定程度定着してきた

のではないかと考えております。

製 作 物	

チラシ50,000 枚／ポスター300 枚／大型横断幕 2枚／のぼり

60 本／ Tシャツ250 枚／ポケットティッシュ10,000 個

鶴
つる

岡
おか

市
し 山形県

4回目
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2016 年 5 月 26 日 木曜日
山形新聞

2016 年 5 月 26 日 木曜日
荘内日報

鶴岡市民健康スポーツクラブ　ヨガ教室
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スポーツ GOMI 拾い

ママチャリレース

モンテディオ山形ふれあいサッカーフィールド

声も多く寄せられました。

担当者から	

　初実施でしたが、目標値 30％を掲げ周知に取り組みました。

　チャレンジデーとは何か、周知が難しく目標値には届きません

でしたが、個人で運動・スポーツをしている方がたくさんいること

に驚きました。今年は惨敗してしまいましたが、来年は今年の経

験を生かし、周知に早くから取り組んでいきたいと思います。 

　また、チャレンジデー当日だけではなく、日ごろから15分以上

の運動やスポーツに取り組むことが大切であることを併せて周知

していきたいと思います。 

主　　催	

米沢市チャレンジデー実行委員会	 （委員長　中川　勝）

社会教育・体育課

〒 992-0012	 山形県米沢市金池 3丁目 1番 14号

	 置賜総合文化センター

TEL：0238-23-6535　FAX：0238-22-5502

結　　果	

人　　　口：83,804 人	
山形県米沢市	 ●

参 加 者 数：21,412 人	
VS

参　加　率：25.6％	
東京都狛江市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①モンテディオ山形ふれあいサッカーフィールド（米沢市営人口芝

サッカーフィールド）159人

②スポーツGOMI 拾い（米沢市役所周辺）116人
・ファイナルイベントで自動車教習所のコースを使い、4人1チー
ムになり、1周交代の3周ずつ自転車レースを行いました。

	 自動車教習所の全面協力のもと、実際のコースを使いレース
ができたので大変盛り上がりました。

③ママチャリレース（米沢ドライビングスクール）40人

④ラジオ体操（米沢市営体育館）40人

【アスリート・著名人など】
モンテディオ山形（サッカー J2リーグ）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／総合

型地域スポーツクラブ

メディア	

米澤新聞／山形新聞／NCV

広報・周知	

　小学校・中学校の校長会に直接働きかけ、全学校に協力してい

ただきました。

　チャレンジデー実行委員会の公式 Facebookページを開設し、

チャレンジデーの準備状況や当日の様子などをアップし、周知を

図りました。

製 作 物	

チラシ31,700 枚／ポスター300 枚／大型横断幕 2枚／横断幕

（その他）10 枚／のぼり30 本／ Tシャツ101枚

実施効果	

　初めての実施でしたが、チャレンジデーを通して普段運動しな

い方も、運動、スポーツに対する意識を高める良い機会となりま

した。

　今年は負けてしまいましたが、「来年は頑張りましょう！」との

米
よね

沢
ざわ

市
し 山形県

1回目
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2016 年 5 月 26 日 木曜日
米澤新聞

2016 年 5 月 18 日 水曜日　米澤新聞
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エール交換

ウォーキングへ出発

オープニングイベント IN 梁川小

イベントが実施され、地域のコミュニケーションをさらに深める

ことができました。

•	 報告書付きチラシに「当日のチャレンジデープログラム」を掲載

するためにウォーキングコースの選定等を依頼したり、史跡を

巡るコースを企画した。地元の名所旧跡の再発見につながりま

した。

担当者から	

•	 参加していただいた市民の皆さんから、「イベントに参加して楽

しかった」という感想を頂き、スポーツと健康に対する関心の

高さを実感することができました。

主　　催	

伊達市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　仁志田昇司）

伊達市スポーツ振興公社

〒 960-0634	 福島県伊達市保原町大泉字宮脇 265番地

TEL：024-597-8015　FAX：024-597-8016

結　　果	

人　　　口：62,944 人	
福島県伊達市	 ●

参 加 者 数：17,515 人	
VS

参　加　率：27.8％	
福岡県八女市	 ○

取得メダル：銅

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①教育長といっしょにマラソンとラジオ体操（伊達市立梁川小学

校）422 人

②ファイナルイベント（保原総合運動公園）117人
•	 ファイナルイベントでは、チャレンジデー1日のまとめとして、
性別年齢を問わず、誰でも参加できるニュースポーツ（囲碁
ボール、ラダーゲッター、ペタンク、エックスロープバトルな
ど）の紹介をしました。参加者全員でラフターヨガを体験して、
和やかな雰囲気で最後を締めくくりました。

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／健康づくり担当部署／福祉担当部署／観光

担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／レクリエーショ

ン協会／民間フィットネスクラブ／幼稚園・保育園／商工会・青年

会議所／社会福祉協議会

メディア	

福島民報新聞／福島放送（KFB）「スーパー J チャンネル」／福島民

友新聞

広報・周知	

•	 参加が決定した時期にチラシを町内会単位に回覧して実施日の

周知の徹底をはかりました。

•	 対戦する自治体が決定した段階で、報告書付きチラシを全戸に

配布しました。

•	 新聞やケーブルテレビなどのメディアを活用して、PRを図りま

した。

製 作 物	

チラシ30,000 枚／ポスター250 枚／大型横断幕1枚／のぼり

70 本／ Tシャツ120 枚／ポケットティッシュ15,000 個／蛍光

マーカーボールペンセット1,000 個／ STAFF ポロシャツ20 枚

実施効果	

•	 多くの方にニュースポーツを紹介することができました。（キン

ボール・カントリーダンス等）

•	 町内会単位、グループ単位で史跡めぐりやウォーキングなどの

伊
だ

達
て

市
し 福島県

4回目
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2016 年 5 月 18 日 水曜日　福島民友新聞

2016 年 5 月 28 日 土曜日
福島民報新聞

2016 年 5 月 26 日 木曜日　福島民友新聞
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みんなで楽しく久自楽舞を踊ろう

多くの市民が参加したラジオ体操教室

250 本／ Tシャツ50 枚

実施効果	

•	 町会において、ラジオ体操を始めとする運動習慣づくりにつな

がる取り組みが増え、市民の健康づくりに対する意識の高まり

を実感することができました。

•	 日頃かかわりの少ない企業や事業所等を訪問することで、市の

健康づくりの取り組みを広くPRすることができ、今後の事業

展開の幅を広げることができました。

•	 NHKテレビ・ラジオ体操元アシスタントを講師として招き、ラ

ジオ体操教室を開催したことで、市として普及に取り組んでい

るラジオ体操を広く市民に周知することができました。

担当者から	

　今回で8回目の開催でしたが、改めて、市民に開催趣旨の周知

を図り、1日限りのイベントとして終わらず、運動習慣の定着化や

健康づくり事業につなげられるイベントにしたいという強い思い

で、これまで以上に積極的な啓発活動を行いチャレンジデーに臨

みました。

　結果、対戦に敗れはしましたが、過去最高の56.6％の参加率

を達成することができました。また、今回は、町会が主体となっ

た取り組みが増え、市民の健康意識の高まりを感じることができ

ました。

主　　催	

常陸太田市チャレンジデー実行委員会	 （会長　大久保太一）

常陸太田市教育委員会　スポーツ振興課

〒 313-0007	 茨城県常陸太田市新宿町 1番地

	 山吹運動公園市民体育館内

TEL：0294-73-0090　FAX：0294-73-1230

結　　果	

人　　　口：54,584 人	
茨城県常陸太田市	 ●

参 加 者 数：30,869 人	
VS

参　加　率：56.6％	
徳島県鳴門市	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①温水プールでレッツチャレンジ（常陸太田市温水プール）120人

②常陸太田ジュニア陸上競技教室（山吹運動公園運動広場）80人

③リズムにのって楽しく遊ぼう（山吹運動公園武道館）75人

④「ヘルシー・ライフ」ラジオ体操教室（山吹運動公園市民体育館）
57人
•	 いつでも、どこでも、だれでも気軽に取り組むことのできる、
ラジオ体操による健康づくりを推進するため、元NHKテレビ・
ラジオ体操アシスタントの稲垣早織氏を講師として招き、ラ
ジオ体操の正しい動き、効果等を含めた実演指導による教室
を実施しました。

⑤久自楽舞で楽しく踊ろう（山吹運動公園市民体育館）53人

【アスリート・著名人など】
稲垣早織（北京オリンピック新体操団体競技出場（団体総合10位））

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポー

ツ少年団／レクリエーション協会／総合型地域スポーツクラブ／

小学校（校長会）／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／自治

会・町内会／高齢者団体・老人クラブ／シルバーリハビリ体操指

導士会／公民館連絡協議会／県アマチュアゴルフ連盟／県軟式

野球連盟常陸太田支部

メディア	

茨城新聞

広報・周知	

　市ウェブサイト掲載と併せて市フェイスブック、まちレポ【関東

版】等を活用して広報・周知を行いました。

　また、スマートフォンや携帯電話から手軽に参加報告ができる

よう、チラシに市ウェブサイト（参加報告専用フォーム）アクセス

用バーコードを印刷し作成のうえ、全世帯に配布しました。結果、

インターネットによる報告の増加につながったと考えられます。

製 作 物	

チラシ33,000 枚／ポスター245 枚／大型横断幕1枚／のぼり

常
ひ

陸
たち

太
おお

田
た

市
し 茨城県

8回目
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2016 年 5 月 21 日 土曜日
茨城新聞

2016 年 6 月 7 日 火曜日　茨城新聞

「トマリ」をねらえグラウンド・ゴルフ
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ロープ・ジャンプ・X

グラウンド・ゴルフ大会

主　　催	

小鹿野町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　福島弘文）

小鹿野町教育委員会　社会教育課

〒 368-0105	 埼玉県秩父郡小鹿野町小鹿野 167-1

	 小鹿野文化センター内

TEL：0494-75-0063　FAX：0494-75-0032

結　　果	

人　　　口：12,428 人	
埼玉県小鹿野町	 ○

参 加 者 数：7,482 人	
VS

参　加　率：60.2％	
宮城県七ヶ浜町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ファイナルイベント（軽スポーツ体験・バレー・インディアカ体
験等）（小鹿野中学校校庭・体育館・町民体育館）504人
・インディアカ、ストラックアウト、グラウンド・ゴルフ、軽
スポーツ、ロープ・ジャンプ・X、輪投げ等幅広い世代が楽
しめるイベントです。

②グラウンド・ゴルフ大会下小鹿野グラウンド）181人

③町民ウォーキング（町内各所）61人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／スポーツ推進委

員協議会／体育協会／スポーツ少年団／レクリエーション協会／

商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ

広報・周知	

　新聞折込のチラシを町内のみならず、周辺地域にも配布し、チャ

レンジデーの参加を呼びかけました。

　また今年は企業にも積極的に参加を呼びかけ、当日は多くの企

業から参加をいただきました。

製 作 物	

チラシ10,500 枚／ポスター100 枚／大型横断幕 4 枚／ Tシャ

ツ190 枚／ポケットティッシュ1,000 個／参加報告ボックス96

個

実施効果	

　チャレンジデーを実施したことにより、普段運動をしない方が

運動に触れる機会を提供することができました。

　これを機に、定期的に運動を行う、と言っていた方がいました。

小
お

鹿
が

野
の

町
まち 埼玉県

11回目
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チャレンジデー PR 用チラシ（毎戸配布用） チャレンジデー PR 用チラシ（新聞折込用）

野球場・テニスコート無料開放
会場:総合運動公園テニスコート
時間:午後６時３０分から
申込:直接会場へお越しください。

  みんなでテニス
　 　軟式・硬式テニス
　 　　　　　を楽しもう！！

会場:総合運動公園野球場
時間:午前８時３０分～午後５時
　利用者は、チーム名・利用時間
を文化センターへお申し込みくだ
さい。
※先着順となりますので、ご了承
ください。

今年も参加します!！　チャレンジデー
  小鹿野町として参加して以来11回目となります。
　昨年の参加率は、５1.7％でした。

　今年の対戦相手は宮城県七ヶ浜町です。
　この機会に体を動かし、スポーツに親しんでみてはいかがですか。
　ご近所、お友達お誘い合わせのうえご参加ください。

◎チャレンジデーとは？
　このイベントは、人口規模がほぼ同じ自治体間で５月の最終水曜日午前０
時から午後９時までに、１５分以上の運動を行なった住民等の参加率を競い
ます。

◎運動をしたら報告してください
　集会所などに設置する報告ボックスへ必要事項を記入して投函してくださ
い。
　報告用紙は、何でもかまいません。
（報告ボックスにも報告用紙を準備いたします。）
　小鹿野文化センターに電話かＦＡＸでの報告もＯＫです。

　　　～いきいき健康運動～
　　　　　ステップ体操参加者募集
　会場：般若の丘・いきいき館
 時間：午後６時３０分から
 申込：直接会場にお越しください。
 持物：体育館シューズをご持参ください。

初心者大歓迎！！ 太極拳を体験しよう
町内で活動している太極拳クラブの皆さんと一緒に太極拳を楽しんでみ

ませんか。

会場：国民宿舎 両神荘 芝生広場

（雨天時：健康増進センター）

時間 午前１１時から
申込 直接会場へお越しください。どなたでも手軽

にできるスポーツですので、気軽に参加して
ください。

イベント広場の紹介

町民ウォーキングを開催いたします。新緑の小鹿野路を里山案内人「よっ
てがっせぇ」のメンバーがガイドいたします。楽しいウォーキングを満喫
してみませんか。大勢の参加をお待ちしております。

記
コ ー ス
午前の部 ①四阿屋山薬師堂コース 中級者向け）

時 間：午前９時３０分から２時間程度
集合場所：道の駅両神温泉薬師の湯

午後の部 ②四季の道コース（初級者向け）

時 間：午後１時３０分から２時間程度

集合場所：町民体育館前
③般若コース（初級者向け）

時 間：午後１時３０分から２時間程度

集合場所：バイクの森おがの
④観音山コース（上級者向け）

時 間：午後０時３０分から３時間程度

集合場所：札所３１番仁王門前駐車場
持参品：ハイキングシューズ、飲物、タオル等
申 込：参加を希望するコースの集合場所へ、直接お越しください。

小鹿野町
人口：１２，４２８人

面積： ｋ㎡
参加回数：１１回目
昨年参加率：５１．７％

七ヶ浜町（しちがはま）

人口：１９，２７３人

面積：１３．１９ｋ㎡
参加回数：８回目
昨年参加率：５５．８％

会場：小鹿野中学校グランド
時間：午後６時３０分から 雨天時 町民体育館）
内容：野球ゲーム、輪投げ、軽スポーツ体験等気軽に

楽しめるスポーツイベントが盛り沢山です。
ご近所お誘い合ってご参加ください。
※ゲーム参加者には、駄菓子・ポップコーンなど無料で

プレゼントいたします。
数に限りがありますので、なくなり次第終了です。

～お楽しみ抽選会～
会場：小鹿野中学校グランド
時間：午後８時から
※対戦自治体の特産品など賞品を、多数用意いたします。
昼間運動した方、一度参加報告した方も、抽選会には参加
できますので、奮ってご参加ください。
（会場にいない場合は無効となります。）

◎町民体育館・小鹿野中学校体育館も開放します。
時間：午後６時３０分から８時３０分

体育館シューズをご持参ください。

（町民体育館＝バドミントン・卓球等）
（中学校体育館＝ソフトバレー等）

各イベント会場では、豪華景品・参加賞などご用意して、
皆様の参加をお待ちしております。

会場：下小鹿野グランド
時間：午前９時から（受付８時３０分）
※事前の申し込みが必要です。５月２０（金）までに、小鹿野
文化センターへお申込みください。

会場：小鹿野中学校グランド（雨天時：鹿中体育館）
時間：午後６時３０分から
※どなたでも参加できますので、直接会場にお越しください。

グラウンドゴルフ大会！！

～インディアカ体験～

夕方からもイベントを行います

　　　スポーツの力で日本を元気に！！

初心者大歓迎！！
◎太極拳体験

町内で活動している太極拳クラブ
の皆さんと一緒に太極拳を楽しん
でみませんか。

会場：両神荘 芝生広場
（雨天時：健康増進センター）
時間：午前１１時から
申込：直接会場へお越しください。

◎バドミントン
卓球体験

時 間：午後６時３０分から
持参品：体育館シューズ

会場：町民体育館

◎ミニテニス
ソフトバレー

時 間：午後６時３０分から
持参品：体育館シューズ

会場：鹿中体育館

◎町民ウォーキング

四季の道コース
（初級者向け：２時間程度）
時間：午後１時３０分から

集合場所：町民体育館前
※新緑の小鹿野路を里山案内人がガイドいたします。

◎みんなでテニス
軟式・硬式

を楽しもう！
テニスコートを無料開放します。
ラケット持参で集合してください。
貸出しラケット若干あります。）

会場：運動公園テニスコート
時間：午後６時３０分から
申込：直接会場へお越しください。

小鹿野中学校エリア

◎健康づくり教室

ステップ体操など

時間：午後６時３０分から

会場：般若の丘
いきいき館

申込：直接会場にお越し
ください。

持参品：体育館シューズ

野球好き集まれ！
◎野球ゲームにチャレンジ
時間：午後６時３０分から（雨天中止）

チャレンジデー
◎グラウンドゴルフ大会
会場：下小鹿野グラウンド
受付：午前８時３０分から
開会：午前９時から
豪華景品を用意しておりま
す。

小鹿野町総合運動公園エリア

般若エリア

両神薬師堂エリア

◎町民ウォーキング
般若コース

（初級者向け ２時間程度）
時間：午後１時３０分から

集合：バイクの森おがの
※新緑の小鹿野路を里山案内人

が、ガイドいたします

その他のイベント情報

◎町民ウォーキング
観音山コース

（上級者向け：３時間程度）
時間：午後０時３０分から
集合場所：札所３１番仁王門前駐車場
新緑の小鹿野路を里山案内人がガイド
いたします。

◎町民ウォーキング
四阿屋山コース

（中級者向け：２時間程度）
時間：午前９時３０分から

集合場所：道の駅両神温泉
薬師の湯

新緑の小鹿野路を里山案内人が、
ガイドいたします。

会場：小鹿野中学校グラウンド（雨天時 町民体育館）

◎お楽しみ抽選会
時間：午後８時から
内容：対戦相手の宮城県七ヶ浜町の特産品など豪華景品を、

用意いたします。
※会場にいない場合は無効となります。

◎コインゲーム
時間：午後７時から 雨天時 町民体育館）
内容：水槽の中のコップにコインを落として入れるゲーム

です。
コップにコインが入った方には、駄菓子又は記念品を
プレゼントいたします。

宮城県七ヶ浜町
人口： 人
面積： ｋ㎡
参加回数： 回目
昨年参加率： ％

小鹿野町
人口： 人
面積： ｋ㎡
参加回数： 回目
昨年参加率： ％

◎軽スポーツ体験
時間：午後６時３０分から

（雨天時 町民体育館及び鹿中体育館）
内容：インディアカ・輪投げ・ロープジャンプ

グラウンドゴルフ・バッゴーなど
※参加者には、スポーツドリンクや、ポップコーンなど
無料でプレゼントします。

体育館

チャレンジデーを機会に運動
を楽しみ、体力・健康づくり
を考えましょう。

チ
ラ
シ
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C ダンス！

いざ！ごみ拾い！

民謡の集い

担当者から	

　今年は、過去最高の参加率となり、チャレンジデーが確実に定

着してきていると感じました。主　　催	

秩父市チャレンジデー実行委員会	 （会長　久喜邦康）

市民部　市民スポーツ課

〒 369-1871	 埼玉県秩父市下影森 924-1

	 秩父市スポーツ健康センター内

TEL：0494-25-5230　FAX：0494-22-4770

結　　果	

人　　　口：65,256 人	
埼玉県秩父市	 ○

参 加 者 数：48,082 人	
VS

参　加　率：73.7％	
沖縄県南城市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ペタンク・グラウンド・ゴルフニアピン大会（スポーツ健康セン
ター）510人
•	 秩父市は「ペタンク日本一のまち」を目指しており、東日本大
会の開催地にもなりました。チャレンジデー当日は、ペタン
ク連盟指導のもと、初めての方にも楽しんでいただきました。
毎年、このプログラムを楽しみにしている参加者が多く、誰
でも手軽に楽しめる生涯スポーツとなっています。

②ラジオ体操（スポーツ健康センター歴史文化伝承館）480人

③エアロビクス・3B 体操（文化体育センター）390人

④民謡の集い（スポーツ健康センター）120人

⑤ Cダンス（スポーツ健康センター）80人

【アスリート・著名人など】
田村恵美（NPO 法人全国ラジオ体操連盟指導委員（元 NHKテ

レビ・ラジオ体操アシスタント））

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

スポーツ推進委員協議会／体育協会／レクリエーション協会／商

工会・青年会議所／自治会・町内会

メディア	

読売新聞

広報・周知	

　市報への掲載や、チャレンジデーポスターを貼った広報車によ

る巡回を行いました。

製 作 物	

チラシ2,800 枚／ポスター 600 枚／大型横断幕1枚／のぼり

50 本／ Tシャツ220 枚／ポケットティッシュ1,500 個／フェイ

スタオル200 個

実施効果	

　各町会や企業、団体、施設などの協力もあり、地域を中心とし

た生涯スポーツへの意識が高まってきています。

秩
ちち

父
ぶ

市
し 埼玉県

7回目
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2016 年 6 月 8 日 水曜日　読売新聞
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卓球協会

ゲートボール

ポールウォーキング

という言葉をいただくと、かなり浸透してきたのではないかと思

います。また、のぼりの設置場所を自治会連合会に協力をいただ

き各ブロック毎に設置をお願いしました。事前にPRをすること

により、より多くの方々に周知できたのではないかと思います。

担当者から	

　今回 5回目の実施で、目標としてる参加率を初めて上まわるこ

とができたという点では達成感があったと思います。これは、事

務局だけが感じていることではなく、各方面の関係者ならびに実

行委員会の委員の方々も感じているのではないかと思います。

　また、このイベントを通して体を動かすことの大切さを日常か

ら続けていただければ幸いです。

主　　催	

昭島市チャレンジデー実行委員会	 （会長　北川穰一）

昭島市教育委員会　生涯学習部　スポーツ振興課

〒 196-0033	 東京都昭島市東町 5-13-1

	 総合スポーツセンター内

TEL：042-544-4152　FAX：042-544-4159

結　　果	

人　　　口：112,849 人	
東京都昭島市	 ○

参 加 者 数：96,047 人	
VS

参　加　率：85.1％	
大阪府柏原市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①グラウンド・ゴルフ交歓大会（昭島市陸上競技場）310人

②還暦野球大会（ネッツ多摩昭島スタジアム）200人

③ポールウォーキング（旧つつじが丘南小学校）100人
•	 ポールウォーキングとは、スキーのストックに似たものを、両
手に持ち校庭のトラックを背筋を意識して伸ばした姿勢のま
ま歩く競技です。日常生活のなかでも、「ただ歩く」のではな
く、常に姿勢を意識して歩くことが大切ではないかと思いま
した。

④山歩き体験トレイルレーン（昭和の森アウトドアビレッジ）33人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／環境担当部署／

スポーツ推進委員協議会／体育協会／総合型地域スポーツクラブ

／小学校（校長会）／中学校（校長会）／商工会・青年会議所／自

治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ

メディア	

東京新聞／ J：COM

広報・周知	

•	 自治会連合会の協力で各ブロックに、のぼり及びポスターの掲

出を依頼した。

•	 事前 PRとしてスポーツ推進員の協力のもと、駅頭でティッシュ

配付を行った。昨年以上に数量を増やし、より多くの市民へ周

知を図った。

製 作 物	

チラシ13,000 枚／ポスター1,300 枚／大型横断幕1枚／横断

幕（その他）5枚／のぼり130本／ Tシャツ87枚／ポケットティッ

シュ18,600 個

実施効果	

　啓発の一環として駅頭ティッシュ配付を毎年行っていますが、

通行人からは、「あッ　チャレンジデーね　今年もやるんですね」

昭
あき

島
しま

市
し 東京都

5回目
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チャレンジデー PR 用チラシ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

『昭島チャレンジデー2016』の開催日に専門のインストラクタ

ーの指導のもと、親子で運動する機会を設けました。お子様の

運動能力の向上、親御さんの運動不足解消、脳への刺激、スト

レス発散、同世代のコミュニケーションの場として、気軽にご

参加ください！！

 

             3 歳～未就学児 

 親子 20 組（定員になり次第、募集締め切り） 

 5 月 25 日（水）   

 10：00（受付開始） 

       10：30～11：30（休憩含む） 

 フォレストイン昭和館（詳細は裏面に記載） 

 動きやすい服装、動きやすい靴、タオル、飲料水等 

 5 月 16 日（月）～24 日（火）まで 

        ※平日 9：00～17：00 まで申込受け付けております。（土日・祝日を除く） 
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両市の旗を掲げる

セパタクロー体験会

金田和也さん共にと体操

製 作 物	

チラシ25,750 枚／ポスター200 枚／大型横断幕1枚／横断幕

（その他）2枚／のぼり50 本／懸垂幕1枚主　　催	

小金井市チャレンジデー実行委員会	 （会長　西岡真一郎）

小金井市教育委員会生涯学習部生涯学習課

〒 184-8504	 東京都小金井市前原町 3-41-15

	 小金井市役所第二庁舎 7階

TEL：042-386-2462　FAX：042-383-1133

結　　果	

人　　　口：118,015 人	
東京都小金井市	 ○

参 加 者 数：97,473 人	
VS

参　加　率：82.6％	
秋田県大仙市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ラジオ体操（都立小金井公園）506人

②ウォーキングイベント（市内（武蔵小金井～東小金井））70人

③セパタクロー体験会（小金井市総合体育館）40人
•	 小金井市在住で小金井市観光大使である寺本進さん（元セパ
タクロー日本代表）、青木沙和さん（現日本代表）とセパタク
ロー関係者による、デモンストレーションと子どもから大人
までの体験会を開催。参加してくれた方の殆どがサッカー経
験者であり、迫力あるデモンストレーションを見た後に、4コー
トに分かれて直接指導を受けました。地元 J：COMテレビ
の取材も入ったせいか、参加者たちは張り切っていた様子で
した。

④フェルデンクライス健康体操教室（小金井市総合体育館）25人

⑤カントリーラインダンス（小金井市総合体育館）18人

【アスリート・著名人など】
金田和也（ロンドンオリンピック競泳）／伊藤友広（アテネオリン

ピック陸上競技400×4）／寺本　進（元セパタクロー日本代表・

仁川アジア大会銅メダル）／青木沙和（現セパタクロー日本代

表）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポー

ツ少年団／総合型地域スポーツクラブ／小学校（校長会）／中学校

（校長会）／特別支援学校／大学・短大・高専・専門学校／事業所・

企業／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／シルバー人材セン

ター／市議会議長／市商工会／医師会

メディア	

J:COMチャンネル「デイリーニュース」

広報・周知	

　駅長に協力をいただき、横断幕、ポスターを掲示させていただ

いたほか、夕方、改札口外側でティッシュ配りを行いました。また、

市内学校、企業、事業所にチラシ等をもって協力依頼に奔走しま

した。

　事前登録の手法を使い、かなりの数の参加者がいました。

小
こ

金
がね

井
い

市
し 東京都

3回目
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2016 年 5 月 15 日 日曜日　市報こがねい No.1363

ⒸStudio Ghibli

市制施行５０周年を記念し、本市の名誉市民
である宮崎駿氏（スタジオジブリ）に描いてい
ただいた市のイメージキャラクターです。

 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.city.koganei.lg.jp/
 モバイル（携帯電話）版 http://www.city.koganei.lg.jp/m/index.html 毎月１・15日発行

こきんちゃん

NO.1363

平成28（2016）年

/551
主
な
内
容

◆健康ガイド
歯科講演会「歯がなくな
ったら」、いきいき健康
教室、離乳食教室、大腸
がん検診　ほか …８面

◆福祉のひろば
きらり講演会、障害者福
祉センターリハビリに利
用を、紹介しますヘルプ
カード　ほか…６～８面

世
帯
と
人
口

２８.５.１現在

※　世帯数および人口は、住民基本台帳によるものであり、
外国人住民の方を含みます。（　）内は前月比

世帯数 ５８,６０２ （３０３増） 男 ５８,７６８ （１８９増）
人　口 １１８,７１１ （３６５増） 女 ５９,９４３ （１７６増）

◆催し
ワークショップで稼ぎを
つくる−教室参加者募
集、図書館読書会、進路就
活講座　ほか …１０～１２面

◆お知らせ
市長コラムこがねい未来通信、年金
生活者等支援臨時福祉給付金支給、
地域貢献型広告の広告主募集、就学
相談と説明会開催　ほか…２～６面

5月25日（水）午前 0 時〜午後 9 時

小金井小金井チャレンジデーチャレンジデー20162016をを実実施施
　市では、市民一人ひとりの体力や環境に合わせた健康づくりを全市的に展開する取り
組みとして、チャレンジデ−に参加します。この参加を機会に、市民のスポーツの習慣化
やスポーツ人口を拡大し、健康増進へとつなげていくことをめざします。詳しくはお問
い合せいただくか、市ホームページまたはちらし（生涯学習課等で配布）をご覧ください。
主　催　小金井市、（公財）笹川スポーツ財団ほか
問合先　生涯学習課スポーツ振興係（市役所第二庁舎７階☎０４２−３８６−２４６２）

体を動かして健康づくりをしませんか
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 ☎ 0800−800−7407（フリーダイヤル）
（電話の受け付けは午前９時から）

 FAX 0800−800−7409（フリーダイヤル）

 死 koganei-challenge@jcom.zaq.ne.jp

集計センター（NPO法人黄金井倶楽部）

住民総参加型イベント

参加
方法

チチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーとととととととととととととととととととととととととととととととととチャレンジデーとはははははははははははははははははははははははははははははははははは
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　市域内で１５分以上継続して何らかの運動や
スポーツをした方の参加率を、人口規模が同
規模の自治体と競い合う住民総参加型のスポ
ーツイベントとして全国で一斉に開催されま
す。スポーツはもちろんのこと、それ以外で
も１５分以上継続して体を動かす運動であれ
ば、体操や散歩なども対象となります。

　また、対戦の結果、負けた方の自治体が相
手の自治体の旗を庁舎のメインポールに１週
間掲揚し相手の健闘を 称 えるユニークなルー

たた

ルが特徴です。今年の対戦相手は、秋田県大
仙市（参加４回目）です。
　参加率に応じて、金メダル、銀メダル、銅
メダルが市に贈られます。

５月２５日（水）午前０時〜午後９
時に小金井市内で１５分以上継続し
た運動を行ってください。

るす動運

午後９時３０分までに、集計センターへ団体・個人の別、参加人
数、参加種目を電話、ファクスまたはＥメールで連絡してくだ
さい。（１人１回のみ）

るす絡連
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〈カントリーラインダンス〉
と　き　午後４時～６時
ところ　総合体育館
内　容　足のステップだけで踊る幅広い
年齢の方ができるダンスです。
定　員　４０人（当日先着順）
その他　室内用シューズをお持ちくださ
い。
問合先　生涯学習課スポーツ振興係（☎
０４２−３８６−２４６２）

〈ウオーキングイベント〉
集散時間・場所　午前９時４５分ＪＲ武蔵
小金井駅南口コミュニティ広場（フェス
ティバルコート）集合～稲穂神社、浴恩
館ほか～１２時１５分ごろＪＲ東小金井駅南
口解散（約４.９ｋｍ）
申込方法　当日直接集合場所へ。
問合先　ウオーキング協会事務局（☎
０４２−３８１−２２００）
※　本事業は、ウオーキング協会との共
催事業です。

〈フェルデンクライス健康体操教室〉
と　き　午後１時～４時
ところ　総合体育館
内　容　簡単なストレッチ体操で脳を活
性化させ、体のバランスを整えます。
講　師　武井正子さん（順天堂大学名誉
教授）
定　員　３０人（多数抽選）
申　込　５月２０日までに、ファクスまた
はＥメールで、住所・氏名・電話番号を
明記し、ＮＰＯ法人黄金井倶楽部（☎０４２
−４０６−２２８０ ０４２−４０６−２２９０死npo.ko 
ganei-club@jcom.home.ne.jp）へ。
※　本事業は市の委託事業です。

FAX

チャレンジデーイベンチャレンジデーイベントト参加者募集
5月25日（水5月25日（水））
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　足で行うバレーボールのよう
なスポーツ。使うコートの大き
さやネットの高さは、バドミン
トンと同じです。サッカーのオ
ーバーヘッドキックのような華
麗な技が魅力です。

セパタクローとは？

と　き　５月２５日（水）午後６時３０分
～８時
ところ　総合体育館大体育室
講　師　寺本進さん（セパタクロー元
日本代表）ほか
対　象　小学生以上の方
その他　室内用シューズをお持ちくだ
さい。
申込方法　当日直接会場へ。
問合先　生涯学習課スポーツ振興係
（☎０４２−３８６−２４６２）

小金井市観光大使小金井市観光大使・・
セパタクロー元日本代セパタクロー元日本代表表
寺本進さ寺本進さんん

セパタクロセパタクローー
見学＆体験見学＆体験会会
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狛江駅内ブース

特別企画トークショー

ボッチャを実施し、障がい者スポーツにも力を入れました。

製 作 物	

チラシ 60,000 枚／ポスター200 枚／大型横断幕10 枚／のぼ

り60 本／懸垂幕 2枚／ Tシャツ190 枚／ポケットティッシュ

3,000 個／フラッグ・バナー 46 個

実施効果	

　前回よりも参加人数が増え、より多くの人にスポーツや運動を

する「きっかけ」を提供できました。また、イベントを通して、様々

な人との関係を築くことができ、特に対戦相手である山形県米沢

市は、ダニエル・カールさんに山形の魅力をお話してもらうことで、

自治体同士の新たなつながりを持つことができました。

担当者から	

　前回の周知不足という反省を活かしてイベントの周知活動によ

り力を入れたこともあり、目標の達成にとどまらず、参加率アップ

賞を受賞することができました。今年の参加者がチャレンジデー

をきっかけにスポーツや運動に興味を持つように、そして継続し

て行えるように、他のイベントともつなげていければと感じまし

た。

主　　催	

狛江市チャレンジデー実行委員会	 （会長　高橋都彦）

狛江市教育委員会教育部社会教育課

〒 201-8585	 東京都狛江市和泉本町一丁目 1番 5号

	 狛江市役所

TEL：03-3430-1111　FAX：03-3430-1600

結　　果	

人　　　口：80,062 人	
東京都狛江市	 ○

参 加 者 数：41,028 人	
VS

参　加　率：51.2％	
山形県米沢市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①開会セレモニー＆トークショー（狛江市民総合体育館　第一体
育室）150人
•	 開会セレモニーとして、山形弁研究家でもあるタレントのダ
ニエル・カールさんをお招きし、対戦相手である山形県米沢
市の魅力をお話いただきました。

	 特別企画として実施したトークショーはロンドンオリンピック
女子バレーボール銅メダリストの狩野舞子さんにオリンピッ
ク当時や海外リーグ挑戦のお話をしていただいたほか、参加
者とのＱ＆Ａコーナーを実施し、最後には会場全体でミニス
トレッチを行いました。

②個人開放卓球（江市民総合体育館　第一体育室）69人

③お楽しみスポーツコーナー（狛江市民総合体育館　第一体育室）

48人

④どこでも簡単！ ミニストレッチ（市役所防災センター、市民ひろ

ば）42 人

⑤ターゲットバードゴルフ（多摩川緑地公園グラウンド）35人

【アスリート・著名人など】
狩野舞子（ロンドンオリンピック女子バレーボール銅メダリスト）

／ダニエル・カール（タレント、山形弁研究家）

実行委員会の構成団体	

市長／教育長／市議会議長／スポーツ推進委員協議会／体育協

会／総合型地域スポーツクラブ／小学校（校長会）／中学校（校長

会）／PTA 連合会

メディア	

調布経済新聞／ J：com「デイリーニュース」／東京新聞

広報・周知	

　初実施であった前回の反省を活かし、実施プログラムを減らし、

オリンピアンを招くなどいくつかのプログラムに絞って展開したほ

か、当日は市内にある駅に専用ブースを設置し、ティッシュの配布

や参加報告の呼びかけを行いました。その結果、通勤・通学など

で駅を利用する方の参加報告を集めることができました。またス

ポーツ推進委員によるプログラムでは、パラリンピック公式種目の

狛
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2016 年 5 月 20 日 金曜日
調布経済新聞

2016 年 5 月 27 日 金曜日　東京新聞

お楽しみスポーツコーナー（ボッチャ・フライングディスク）
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バランスボール教室

所のロビー及び最寄り駅の自由通路に横断幕、市内各公共施設に

のぼりやポスターを掲出して、市民の目に触れる機会を増やしま

した。

　また、市役所の職員はTシャツでの業務を禁止されていますが、

Tシャツを着用しての業務が許可され、多くの職員が着用し市民

への PRを図りました。

製 作 物	

チラシ30,000 枚／ポスター 600 枚／大型横断幕 2枚／横断幕

（その他）2枚／のぼり80 本／ Tシャツ785 枚／ポケットティッ

シュ11,000 個／クリアファイル 8,000 個

実施効果	

　チャレンジデーを通して市民の運動実施率の向上や運動に対す

るきっかけづくりなどを目的としているなか、運動実施率のアン

ケートを自治会に対して実施しました。チャレンジデーを契機に

ラジオ体操を始めたという回答があり、市民が積極的にスポーツ

に親しむきっかけの一助になっていると一定の効果が感じられま

した。

担当者から	

　対戦相手が熊本地震の震源地から近いところにあり、九州地方

を応援することを目的に、チャレンジデー終了後に本市の市民朝

市及び本市観光協会による物産販売会（計4日間）にて、対戦相

手の特産品を販売しました。瞬く間に品物が完売し、市民からも

大変好評でした。

　このような機会に恵まれなければ、両市は関わることがなかっ

たと思いますので、この対戦をきっかけに両市の交流にも繋がる

すばらしいイベントだと感じました。

主　　催	

伊勢原市チャレンジデー実行委員会	 （委員長　髙山松太郎）

教育委員会スポーツ課

〒 259-1188	 神奈川県伊勢原市田中 348番地

	 伊勢原市役所

TEL：0463-94-4711　FAX：0463-94-7615

結　　果	

人　　　口：101,387 人	
神奈川県伊勢原市	 ●

参 加 者 数：53,863 人	
VS

参　加　率：53.1％	
福岡県大牟田市	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①市内小学校・中学校チャレンジデーイベント（市内小学校・中
学校）8,598人
•	 昭和 63 年に「だれでも、いつでも、どこでも」気軽に行うこ
とが出来る体操として、「すこやかリズム体操」を制作しました。

	 この体操の創作者であり、NHKテレビ・ラジオ体操指導者
である長野信一先生をお迎えして、チャレンジデーオープニ
ング及び市内の小学校においてすこやかリズム体操の講習
会を実施することで、正しい体操の仕方を学び、普及してい
くことを目的として実施しました。

②オープニングセレモニー（すこやかリズム体操）（伊勢原市総合

運動公園　中央広場）300人

③フィナーレイベント（すこやかリズム体操　他）（伊勢原市総合

運動公園　体育館）170人

④市民親睦グラウンド・ゴルフ大会（伊勢原市総合運動公園　自

由広場）130人

⑤マンスリーウォーキング（伊勢原市総合運動公園　スタート・

ゴール（高部屋地区ウォーキング））100人

【アスリート・著名人など】
長野信一（日本体操研究所所長、NPO 法人全国ラジオ体操連

盟副理事長、元 NHKテレビ・ラジオ体操・みんなの体操指導者）

／猪狩佑貴（元湘南ベルマーレ、元福島ユナイテッドFC 所属）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／健康づくり担当部署／スポーツ推進委員協議

会／体育協会／スポーツ少年団／レクリエーション協会／幼稚園・

保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／商工会・青年会議

所／社会福祉協議会／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ

／観光協会

メディア	

FM 湘南ナパサ／神奈川新聞／毎日新聞／読売新聞／ J：COM

／東京新聞

広報・周知	

　市広報にて全4 回に渡りチャレンジデー特集を組むほか、市役
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　神奈川新聞2016 年 5 月 19 日 木曜日　神奈川新聞

2016 年 5 月 24 日 火曜日　神奈川新聞

フライングディスク教室 長野信一先生によるすこやかリズム体操講習会
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空き缶積み上げ大会

すこやか学級

ゲートボール

担当者から	

　対戦相手の藤崎町はベテランの強豪なので、そのことが、逆に

町民に刺激になり、良い結果が出たのではないかと思います。ま

た、エール交換などでは大変親身に対応していただき、対戦相手

の町がどんな町なのかとても関心が高まりました。このことは、

逆に考えると、当町を知っていただく良い機会になったのではな

いかと思います。いずれにしましても、対戦は二の次で、チャレン

ジデーをとおして町民が健康や運動について関心を高め、コミュ

ニケーション豊かな町づくりができたと思います。

主　　催	

大井町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　間宮恒行）

子育て健康課

〒 258-0019	 神奈川県足柄上郡大井町金子 1964-1

	 大井町保健福祉センター

TEL：0465-83-8011　FAX：0465-83-8016

結　　果	

人　　　口：17,280 人	
神奈川県大井町	 ○

参 加 者 数：9,952 人	
VS

参　加　率：57.6％	
青森県藤崎町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①オープニングイベント（ラジオ体操）（町総合体育館）123人
•	 オープニングイベントとしてラジオ体操を行い、町スポーツ推
進委員から正しい体操の仕方やストレッチについて解説して
いただきました。

②自然観察ウォーキング（ブッルクスホールディング）108人

③輪投げ大会（町総合体育館）106人

④ファイナルイベント（エアロビクス）（町総合体育館）103人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／庁内各課すべて

に1人担当者を配置／スポーツ推進委員協議会／体育協会／幼

稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／高等学校／

事業所・企業／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／自治会・

町内会／高齢者団体・老人クラブ／大井町ひょうたん文化推進協

議会／大井町議会

メディア	

神静民報／タウンニュース

広報・周知	

　対戦相手の青森県藤崎町とエール交換を行い、その模様を取

材していただいたことは、チャレンジデーへの参加を促す上で効

果がありました。

製 作 物	

チラシ7,000 枚／ポスター170枚／大型横断幕1枚／横断幕（そ

の他）18 枚／のぼり148 本／ Tシャツ207 枚

実施効果	

　町内の自治会長に今年度から実行委員に加わっていただき、自

治体ぐるみでイベントへの参加を呼びかけていただきました。ま

た、町の広報に、町民リポーターの方が自治会での取り組みの一

例を紹介してくださり、運動と健康について啓発することができ

ました。
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2016 年 5 月 14 日 土曜日　神静民報

2016 年 5 月 11 日 水曜日
神奈川新聞

2016 年 5 月 7 日 土曜日
タウンニュース
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みんなで踊ろう！阿波踊り

「青空の下」でヨガ

製 作 物	

チラシ7,000枚／ポスター300枚／大型横断幕2枚／横断幕（そ

の他）28枚／のぼり56本／Tシャツ103枚／ポケットティッシュ

1,500 個

実施効果	

　開成町は、今回が 3回目の実施となりました。前回、銀メダル

で対戦相手に敗北したことから、町民間に「今度こそ勝つぞ！」と

いう気合いが見られ、前回から2,253人増の10,409人がチャレ

ンジデーに参加しました。自治会・学校・企業がそれぞれ一丸と

なって取り組んだこと、個人の参加者も積極的に自分ができる運

動に取り組んだことが金メダルにつながりました。チャレンジデー

を通じて、町全体が一体となることができました。引き続き、「日

本一元気・きれい・健康な町」を推進していきます。

担当者から	

　チャレンジデーの実施にあたって、町民への周知と開催プログ

ラムの選定に苦労しました。3回目の実施ではありますが、まだ

チャレンジデーの認知度は低かったため、町 Facebookや防災

行政無線など色々なメディアを利用して広報に努めました。また、

開催プログラムの選定にあたっては、日常的にスポーツに取り組

んでいる人が満足するプログラムと普段あまり運動をしない人で

も気軽に取り組めるプログラムの両方を揃え、自分のレベルに

合ったプログラムに参加できるようにしました。

主　　催	

開成町チャレンジデー実行委員会	 （会長　府川裕一）

町民サービス部自治活動応援課

〒 258-8502	 神奈川県足柄上郡開成町延沢 773

	 開成町役場

TEL：0465-84-0315　FAX：0465-82-5234

結　　果	

人　　　口：17,165 人	
神奈川県開成町	 ○

参 加 者 数：10,409 人	
VS

参　加　率：60.6％	
北海道深川市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①大縄チャレンジ（開成町立開成南小学校）612 人

②大縄跳び（神奈川県立吉田島総合高校）583人

③リズム運動（開成町立開成幼稚園）497人

④ウォーキング草刈（あじさい農道）381人

⑤マスにはまってマス！（開成駅西口ロータリー）129人
•	 ニュースポーツの「ボッチャ」にヒントを得た、ボールを転がし
てマスにはめるゲームプログラムを実施しました。普段スポー
ツをしない人や子ども、高齢者でも気軽に挑戦できるプログ
ラムを用意することで、運動する楽しさを知ってもらうことが
狙いです。開催時間を夕方から夜にかけて、開催場所を人通
りの多い駅前ロータリーに設定したことで、電車で通勤・通
学するサラリーマンや学生にも参加していただけました。

【アスリート・著名人など】
湘南ベルマーレラグビーセブンズ（NPO 法人湘南ベルマーレス

ポーツクラブ所属の7人制ラグビーチーム）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育

協会／スポーツ少年団／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保

育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／高等学校／事業所・

企業／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／自治会・町内会

／高齢者団体・老人クラブ／婦人会／障害者団体

メディア	

タウンニュース

広報・周知	

•	 町広報紙への記事掲載

•	 防災行政無線を活用した周知

•	 町公式マスコットキャラクター「あじさいちゃん」を伴っての街

頭啓発キャンペーン

•	 町 Facebookへの周知記事掲載

•	 実行委員会プログラムを特集したチラシの作成

開
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2016 年 5 月 14 日 土曜日　タウンニュース

2016 年 4 月 9 日 土曜日
タウンニュース

2016 年 5 月 7 日 土曜日　タウンニュース

未就園児親子対象運動会
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湘南ベルマーレサッカー教室

町長と一緒に早朝ラジオ体操

実施効果	

    今年は昨年に引き続き2回目の実施で町内の事業所や関係機

関との協力がとりやすく、また町民からの関心も高く町が一丸と

なる良いきっかけとなりました。また昨年の敗戦を悔しく思って

いる方が多く、町民や関係団体各々からアイデアやご意見をいた

だき、協働して取り組めたと思います。庁舎内でも今年は、目立

つように周知活動をさせていただき、他課からも各種イベントや

会議での周知の場を設けてもらうことができました。

担当者から	

　昨年の敗戦を活かし、目標であった 50％を超えたことはよかっ

たと思います。対戦形式ということで、町が一丸となることができ、

イベントを通して関係団体と交流が深められました。町民の健康

増進と地域交流を図る良い機会となり、来年は今年より高い参加

率を目指し、頑張りたいと思います。

主　　催	

寒川町チャレンジデー2016実行委員会	（実行委員長　木村俊雄）

健康子ども部 健康・スポーツ課

〒 253-0196	 神奈川県高座郡寒川町宮山 165

	 寒川町役場

TEL：0467-74-1111　FAX：0467-74-5613

結　　果	

人　　　口：48,302 人	
神奈川県寒川町	 ○

参 加 者 数：25,710 人	
VS

参　加　率：53.2％	
奈良県広陵町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ファイナルイベント  ダンスフェスティバル（寒川総合体育館）
331人
•	 ダンスチームを公募し、5分以内で演技を披露していただき
ました。全 8チームの参加があり、観客も含め331人の参
加者を募ることができました。演技終了後、観客も含め全員
で体操を行いました。このイベントを行うにあたり、チャレン
ジデーを主に担当した職員 2 人以外に、ファイナルイベント
をメインに担当する職員をあてるなど、時間と労力を費やし
ました。

②町長と一緒にラジオ体操（さむかわ中央公園）195人

③サッカー教室（寒川総合体育館）65人

④ニュースポーツ体験（寒川総合体育館）60人

⑤ベビービクス（寒川総合体育館）49人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／健康づくり担当部署／スポーツ推進委員協議

会／体育協会／レクリエーション協会／総合型地域スポーツクラブ

メディア	

J：COM湘南

広報・周知	

　5月に入ってからは、担当窓口だけではなく庁舎内全体でチャ

レンジデーのアピールをし、担当課職員は昨年のＴシャツを着用

し業務をするなど、ご来庁いただいた方々や職員にチャレンジ

デーの周知をしました。また昨年より、プレスリリースの数を増

やしたため、J：COM湘南、タウンニュース等から取材がきまし

て、テレビ放映や新聞掲載等することができました。また、町の

Twitter（ツイッター）やウェブサイトも利用致しました。

製 作 物	

チラシ25,000 枚／ポスター100 枚／大型横断幕1枚／横断幕

（その他）8 枚／のぼり50 本／ Tシャツ227 枚／ポケットティッ

シュ5,000 個

寒
さむ

川
かわ

町
まち 神奈川県

2回目
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2016 年 5 月 13 日 金曜日
タウンニュース web 版

ファイナルイベント　ダンスフェスティバル
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井上尚弥さん、拓真さん、浩樹さんも参加！

フィナーレ！みんなで WE LOVE ZAMA 健康体操

新緑のなかでウォーキング

実施効果	

　今回は自治会をあげての参加が目立ちました。各自治会がひと

つのイベントへ向けて一致団結して取り組むことで、運動習慣の

定着や健康づくりだけではなく、「まちづくり」という点でも非常

に効果的でした。

担当者から	

　2回目の実施ということもあり、昨年より「チャレンジデー」の

認知度があがっていることが感じられました。学校や自治会では

独自のイベントを実施して積極的に参加しています。

　しかし、まだまだ市全体にチャレンジデーが浸透しきってはい

ないので、チャレンジデーを通じて市民の健康づくりやまちの活

性化が達成できるように、引き続き周知に取り組んでいきたいと

思います。

主　　催	

座間市チャレンジデー実行委員会	 （委員長　遠藤三紀夫）

健康部スポーツ課

〒 252-8566	 神奈川県座間市緑ケ丘 1-1-1

TEL：046-252-8177　FAX：046-255-3550

結　　果	

人　　　口：128,568 人	
神奈川県座間市	 ●

参 加 者 数：47,313 人	
VS

参　加　率：36.8％	
山口県山口市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①フィナーレセレモニー（スカイアリーナ座間）350人

②オープニングイベント（スカイアリーナ座間）300人
・チャレンジデーのスタートを告げるイベントであり、市長の開
会宣言や神奈川県スポーツ局長のエール、プロボクサーの井
上尚弥・拓真兄弟といとこの浩樹選手が登場して参加の呼び
かけと投票を行いました。

	 最後に集まった参加者で、ご当地体操の「WE LOVE ZAMA
健康体操」を実施しました。

③ターゲットバードゴルフ大会（相模川グラウンド）136人

④一輪車体験教室（スカイアリーナ座間）110人

⑤卓球教室（スカイアリーナ座間）51人

【アスリート・著名人など】
井上尚弥（プロボクサー、大橋ジム所属、WBO 世界スーパーフ

ライ級王座）／井上拓真（プロボクサー、大橋ジム所属、WBO

スーパーフライ級東洋太平洋前王座（返上））／井上浩樹（プロボ

クサー、大橋ジム所属、スーパーライト級　3 戦 3勝）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／健康づくり担当部署／スポーツ推進委員協議

会／体育協会／スポーツ少年団／レクリエーション協会／幼稚園・

保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／商工会・青年会議

所／社会福祉協議会／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ

／婦人会／障害者団体／観光協会

メディア	

読売新聞／神奈川新聞／テレビ神奈川（TVK）

広報・周知	

　2回目ということもあり、チャレンジデーの実施が決定してから

事前の PR 用チラシを独自に作成して、市のイベントや各種団体

の会議等で配布して、早めの PRを心掛けました。

製 作 物	

チラシ55,000 枚／ポスター 600 枚／大型横断幕 2枚／のぼ

り120 本／懸垂幕1枚／ Tシャツ462 枚／ポケットティッシュ

6,000 個／クリアファイル 5,000 枚

座
ざ

間
ま

市
し 神奈川県

2回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　神奈川新聞2016 年 5 月 26 日 木曜日　読売新聞

2016 年 5 月 20 日 金曜日　タウンニュース
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夜回りラン＆ウォーク

バギーエクササイズ

製 作 物	

チラシ12,000 枚／ポスター100 枚／大型横断幕 4 枚／横断幕

（その他）1枚／のぼり20 本／懸垂幕1枚／ Tシャツ298 枚／

ポケットティッシュ2,000 個／マグネット式のボディパネル30 個

実施効果	

•	 運動やスポーツを通じて、住民の健康に対する意識を高められ

ました（スポーツ実施率向上へのきっかけ）。

•	 仲間意識、連帯感の発生によるコミュニティづくり、地域の活

性化が図られました。

•	「スポーツ都市宣言都市逗子市」のスポーツに対する取り組みに

ついての周知が図られました。

•	 総合型地域スポーツクラブ（うみかぜクラブ）の存在、認知度

アップが図られました。

•	 対戦自治体との交流が図られました。

•	 スポーツ推進計画策定の PR・計画実現への契機となりました。

担当者から	

　フィナーレの参加者が非常に喜んでダンスを踊っている姿を見

て、多くの関係者の苦労が報われたと感じました。

　実施に向けて調整することが多く、年度初めの繁忙期に重なる

のは非常に厳しいですが、逗子市のイベントとしては大きなもの

に成長し、多くの人と一つのイベントを成し遂げる一体感は中々

味わえるものではなく、その一体感はとても気分の良いものであ

りました。

主　　催	

逗子市チャレンジデー実行委員会	 （会長　東　弘之）

市民協働部　文化スポーツ課

〒 249-8686	 神奈川県逗子市逗子 5-2-16

	 逗子市役所

TEL：046-873-1111　FAX：046-873-4520

結　　果	

人　　　口：59,932 人	
神奈川県逗子市	 ○

参 加 者 数：24,712 人	
VS

参　加　率：41.2％	
沖縄県豊見城市	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

① TRF　EZ DO DANCERCIZE ～フィナーレ（逗子アリーナメイ
ンアリーナ）700人
•	 フィナーレの EZ DO DANCERCIZEには TRF の SAMさん
に登場してもらい、ステージの上から参加者の皆さんにダン
スのレッスンを行いました。3分程のダンスのレッスンを1時
間弱受けて、参加者全員で曲に合わせてダンスを踊りました。

	 当日、会場に来た参加者の皆さんは大盛り上がりで、レッス
ンの甲斐があってみんなで素晴らしいダンスを踊ることがで
きました。

②ハーフマイルビーチを歩く会（逗子海岸）500人

③市民交流センター温水プール無料体験（市民交流センター温水

プール）168人

④市長と一緒にラジオ体操（朝）（亀岡八幡宮）140人

⑤テニス＆ソフトテニス（第一運動公園テニスコート）115人

【アスリート・著名人など】
SAM（音楽ダンスグループ TRF のメンバー）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進審議会／教育委員会／市長／

スポーツ推進委員協議会／体育協会／レクリエーション協会／地

域体育団体協議会／小学校（校長会）／中学校（校長会）／商工会・

青年会議所／社会福祉協議会／子ども会連絡協議会

メディア	

J：COM 鎌倉

広報・周知	

　今年は、市庁舎に掲揚する懸垂幕及び公用車等に貼りつけるマ

グネット式のボディパネルを作成し周知に使用しました。

　また、昨年は朝夕の出勤ラッシュ時に市内全4 駅の前で行っ

た周知用ポケットティッシュの配布を、今年は日中に市内中心街

とスーパーマーケット前にいる買い物客をターゲットに行い、昨

年よりも手にとってもらえる頻度が高く、変更した成果がありま

した。

逗
ず

子
し

市
し 神奈川県

5回目


